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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和４年第７回美幌町議会定例会第２日

目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、４番髙橋秀明さん、５番木

村利昭さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局次長から

報告させます。 

○事務局次長（小室秀隆君） 諸般の報告

を申し上げます。 

本日の会議につきましては、配付してお

ります議事日程のとおりであります。 

朗読については、省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、１

日目と同様でありますので、御了承願いま

す。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君） 〔登壇〕 それで

は、私からは、通告しておりました大きく

１点について、質問をさせていただきま

す。 

移住定住促進によるまちの活力向上につ

いて。 

移住定住促進の今後の計画について、質

問をします。 

美幌町の例年の移住相談件数はおよそ５

０件ほどですが、令和３年度は倍以上の１

２１件の移住相談があったと伺っておりま

す。 

ふるさと納税も好調で、少しずつです

が、美幌町の名と魅力が全国に広まってき

ていることと思います。 

また、今年度中に民間と連携した移住相

談拠点施設が完成し、移住相談の体制が強

化される予定です。 

移住定住促進には、相談窓口のような施

設や体制も大切であるとともに、移住した

いと思えるような施策も大切であると考え

ます。 

美幌町として、今後、移住定住の促進に

どのぐらい力を入れていくのか、今後の移

住定住促進のための町としての計画や考え

方をお聞かせください。お願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 木村議

員の御質問に答弁いたします。 

移住定住促進による町の活力向上につい

てですが、美幌町における令和３年度の移

住相談件数は最終的に１３８件となってお

り、例年の倍以上の相談件数となっており

ます。 

また、ふるさと納税につきましては、約

１万６,０００件、約１億９,２００万円の

御寄附をいただいており、美幌町の名と魅

力が全国に広まっているものと認識してお

ります。 

移住相談拠点施設につきましては、転職

なき移住をはじめ、多様化する働き方に対
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応するため、テレワークスペースを整備す

るとともに、カフェ機能を備えた交流スペ

ースを設けて、移住相談者やサテライトオ

フィス企業、地元住民など、様々な人の交

流を通じたコミュニティー活性化を図るた

めの改修を行い、来年４月１日のオープン

を予定しております。 

御質問の今後、移住定住の促進にどのぐ

らい力を入れていくのか、今後の移住定住

促進のための町としての計画や考え方につ

いてでありますが、移住定住促進計画とい

うような明確な計画はありません。 

今後においても、特化した計画を策定す

る考えはありませんが、いかに住みよいま

ちづくりを進め、町民の満足度を高め、町

民一人一人が美幌の魅力を発信することに

より、人を呼び込み、そこに住み続けるこ

とにつながっていくものと考えておりま

す。 

美幌町は、来年の４月１日に町制施行１

００周年を迎えることから、町への愛着や

誇り、まちづくりへの参加意識を高める取

組などを実施する予定であります。 

あわせて、美幌町を紹介する動画などの

作成も検討しており、積極的に情報を発信

することで、移住定住促進につなげてまい

りたいと考えておりますので、御理解を賜

りますようお願いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 町長から御答弁を

いただきまして、令和３年度は移住相談が

最終的に１３８件もあったということで、

これは本当にすごい効果だなと思っており

ます。 

その上で、移住相談が増えている要因、

どうしてここまで増えたと捉えられている

のか。 

また、どのようなところが美幌町の魅

力、要は相談したいと思える魅力である

か、相談者ともいろいろとお話されている

と思いますが、どのように捉えられている

のか、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） ただいまの御

質問についてでありますが、相談の増加要

因としましては、オンラインによる相談な

どを実施したことにより増えたものと認識

しております。 

また、移住定住の特設サイトを令和３年

の５月に開設しておりまして、そちらで情

報発信をすることによって、相談につなが

っているものと認識しております。 

以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、特設サイトの

効果もあったと御答弁がありましたが、そ

れは、実際に特設サイトを見ましたという

方が結構いらっしゃったということでしょ

うか。 

もし、１３８件のうちでこのぐらいの方

が特設サイト見て、問合せに来られたとい

うものがあれば教えてください。 

それともう一つ、先ほど答弁が足りなか

ったどのようなところを美幌の魅力として

捉えているのか、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） ただいまの御

質問についてでありますが、１３８件の相

談件数のうち明確に特設サイトから来たと

いう数字については、現在のところ把握し

ておりません。 

ただ、特設サイトにつきましては、これ

まで１年ちょっとの開設の実績はあるので

すけれども、毎月３,０００件程度の閲覧実

績があるということで押さえております。 

また、美幌町の魅力という部分につきま

しては、子育てのしやすい環境ですとか、

空港に近い立地的な部分ですとか、そのよ

うなものも魅力として考えております。 
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以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 毎月３,０００件ほ

ど閲覧されているということで、これも結

構すごいことだなと思います。 

ホームページは受け身だと思いますの

で、もっともっとＳＮＳとかを活用しなが

ら、ホームページを見てもらえるように情

報発信を続けていただきたいと思います。 

今、子育て環境と立地が魅力の主立つ部

分ということで、課長から御答弁をいただ

きましたが、主に相談をいただいている年

齢層、世代、職業とか、そのようなところ

はどうなっているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 相談をいただ

いている方たちの年齢につきましては、１

３８件のうち１番多い区分としまして「不

明」で３０件あります。 

その次に多い年代としましては「６０

代」で２８件、次に多いのが「７０代以

上」で２３件、そして「５０代」で１９

件、「４０代」で１８件となっておりま

す。 

また、職業につきましては、様々な職種

の方からの御相談をいただいているわけな

のですけれども、統計的には把握しており

ません。 

以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） せっかく御相談を

いただくので、やはり年代とか、このよう

な魅力の部分とか、職種とかを聞き取りす

るフォームは設けたほうがいいのかなと思

います。 

相談してきてくれて、相談だけ聞いてさ

ようならではなく、ぜひ、何で相談してく

れたのですかとか、どのようなところを魅

力に感じていますかとか、こちらからも聞

けるものは聞いて、参考にして、武器にし

ていくといいのではないかと思います。 

先ほど、子育て環境と立地が魅力という

ことで問合せをいただいていると伺い、世

代を聞くと６０代、７０代が多いなと思う

のですが、子育て環境は関係あるのでしょ

うか。 

ほかにももっと魅力があるから相談して

きてくれているのではないかと思うのです

が。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 今の議員のお

尋ねの件です。 

先ほど課長から答弁したとおり、町の魅

力ということで、主立ったものとしては空

港からのアクセスがいいですとか、子育て

環境にすぐれているという声が大きいのは

事実であります。 

一方で、相談を受けた方からの声として

「大型スーパーが充実していて日々の買物

に不自由はしない」だとか「国保病院をは

じめ、町内の医療体制が一定程度そろって

いて、そのような不安感がない」というこ

とで、若い方あるいはお年を召された方、

それぞれにニーズは異なっております。 

そのような幅広い世代にしっかり応えら

れる環境が本町には整っていると、そのよ

うな受け止めもあるところでございます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、部長からも御

答弁いただきました子育て環境、空港立

地、大型スーパー、医療体制も一定程度。 

そのような意味では、本当に美幌町はた

くさんの魅力があると思うのですが、最初

に町長から御答弁いただいた中で、今後の

移住定住の部分で主立って計画を立ててい

く予定はないとありました。 

今、お話の中で、相談件数で結構年齢層

の高い方が多い。 

このような相談をいただくこともすごい
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うれしいことだとは思うのですが、今回の

私の質問のテーマは「移住定住によるまち

の活力を向上する」というところなので、

やはり子育て世代だったり、働き手世代だ

ったり、比較的若い方にも美幌町に来ても

らう。 

先ほど、子育て環境という答弁もありま

したとおり、そのようなところももっとも

っと高めていければ魅力はあるのではない

かと思います。 

今後、計画は設けないという中で、美幌

町として、移住定住促進にどれほど力を入

れる考えなのかを教えてください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回の答弁の中

で、移住定住促進計画という特化した計画

は考えていないと答弁をさせていただきま

した。 

その理由として、総合的には総合計画が

あり、まち・ひと・しごと創生総合戦略の

中に、今後、美幌町がどのような人口減少

対策、これからの活力を高めるための方策

ということを明記しております。 

ですから、私も何種類か計画を見せてい

ただいたのですけれども、あえてそのよう

なダブるものをつくる必要はないという意

味です。 

ですから、今、私が考えているのは、当

然、まち・ひと・しごと創生総合戦略に基

づいてしっかりやることであるし、その上

位計画として皆さんでつくった総合計画が

あるという認識でありますので、消極的な

思いではないということだけは御理解いた

だきたいと思います。 

そして、大事なのはその計画というより

も、町はこうしたいのだという移住定住に

対する考え方をしっかり示していくことだ

と私は考えておりますので、今、ここに関

わる施策を積極的に示して進めていきたい

と考えております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 消極的な考え方で

はなく、ダブって計画を持つ必要がないと

いう町長の御答弁、そこは理解します。 

今、町として移住定住の考え方を示すこ

とが大切だと町長からありましたが、例え

ば、目標としてこのような世代に来てほし

いだとか、計画と目標というのはまたちょ

っと違うと思いますので、実際にその辺り

をどう考えていらっしゃるのか、教えてく

ださい。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 目標の設定という

のは、今、具体的にこうだという考えは持

っていません。 

創生総合戦略の中で、そのようなベース

になる数値を目標数値として出しているこ

とは事実であります。 

では、どのようなところにという話をさ

せていただければ、今、私がすごく注目し

ているのが働き方改革で、それが日本全国

を挙げて、特に都市部から地方へという流

れが考えられます。 

そのような中でいけば、大きくはワーケ

ーションという言葉になるのでしょうけれ

ども、特にテレワークを主に進めたいと思

っています。 

それが今回、具体的にはみどりの村にテ

レワークスペースの整備ということで、ま

ず、受入れ体制の整備をしっかりさせてい

ただきたいと思います。 

民間の移住体験住宅等も空き家を使って

整備をしていて、今年も２棟の予定はして

いるのですけれども、なかなか応募者がい

ないのも事実なのですが、そのようなしっ

かり滞在できるところもセットで考えてい

きたいと思っています。 

言葉の一つの説明ではないのですけれど

も、ワーケーション、それからテレワーク

という部分を考えたときに、広い意味より

も企業とか、特定のやり方、仕事形態、要

はその自治体と企業側がしっかりスクラム

を組んで、関係して、地 方に来ていただ
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くということを主たるものとして考えるこ

とがいいのではないかなということを、担

当等に指示を出しているところでありま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 私も議員になっ

て、このような移住定住の部分をずっと訴

え続けています。 

議員になり始めて、それからすぐにコロ

ナになって、テレワークとか、ワーケーシ

ョンとか、そのようなところがすごいスピ

ードで注目されて。どこの自治体もこのよ

うなところには目をつけて、今、動いてい

る状態という形になっております。 

直近で言うと、令和４年３月と令和３年

９月に、移住定住の部分を絡めて質問をさ

せていただいております。 

そこからずっと私が一貫して伝えている

のは、美幌町の働き手の部分、アルバイト

人口が少ない。 

そして、そもそも美幌町は中小企業がす

ごい元気で、数もたくさんあって、美幌町

独自で経済が回っているというか、そのよ

うなところも美幌町の魅力だと思います。 

そのような働き手が少ないというところ

を解消していかないと、町の活力は高まっ

ていかないのではないかと思います。 

そのためにはまず、テレワークで来ても

らって、例えば、ダブルワークで美幌町の

仕事をやってもらうとか、そのような考え

方というのは大いにありだと思います。 

やはり、美幌町の企業に勤めることに魅

力がある、仕事だけではなくて美幌に住む

ことでこのような休日、余暇を楽しめる、

安心して暮らしやすいまちであるというと

ころを訴えていかなければ駄目なのではな

いかと思うのですが、町長、その辺りのお

考えはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 働き手という切り

口で考えれば、今、木村議員がお話いただ

いたことはそのとおりだと私は思います。 

先ほど、ワーケーションというよりもテ

レワークという企業との話の中でいけば、

それも一つの手法なのですけれども、まず

は今、議員がおっしゃっていただいたこ

と、今回の創生総合戦略の中にもあります

が、美幌町に住み続けられる環境づくりを

しっかりやるということですよね。 

それと、そこで育った人たちが都会へ行

ったり、学んだり、学んだ後に戻れる環

境、これが前提かなと。 

私は、木村議員がおっしゃっていること

に同感しますし、最低でもやらなければい

けない、それに合わせてこれから考えたら

となった場合に、先ほど言った企業等のテ

レワークという概念の中で、人に来てもら

うということも重点的にやりたいというお

話をさせていただきました。 

その中のベースとなれば、よい生活環境

をどのようにつくっていくか。 

これが、ある意味では町の魅力化でもあ

りますし、美幌に来たら町民の方がいい町

だと満足して、本当に来てよかったなと感

じられる町をどのようにつくっていくかと

いうことにつながっていくのかなと思って

おります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ちょうど次に、移

住定住促進に向けた環境づくりの部分を伺

おうかなと思っていたので、今、町長に流

れをつくっていただきました。 

今、いろいろと町長からもお話ありまし

た環境とか、そういうことがすごい大事だ

と思います。 

私は、ふだんから実際に移住してきた

方々と意見交換をしています。 

その中で、はっきり言われた、すごいイ

ンパクトがあった意見を二つ、紹介したい

と思います。 

「美幌町は、移住後のサポートがなくて

冷たい」、移住してきた後のサポートがな
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いということですね。 

あとは「住居がない」、せっかく美幌に

引っ越して来たいと思っても住むところが

ない。 

この二つをズバっと言われました。 

これはお一人ではなくて、何人もの方に

言われております。 

それで、今、これを紹介した上であえて

聞きますが、現状、移住定住促進に効果の

ある施策として足りないと思うこと。 

町長と町が考える美幌町に今、足りない

ものと施策、これは何だとお考えですか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 足りない施策とい

うとちょっと大き過ぎて、どのように答え

ようかと考えております。 

まず、移住定住ということを考えた場合

に、今、木村議員がおっしゃったように、

来ていただいた後のフォローがないという

のは、私も聞いております。 

ただ、その中で私が町民の方々にお願い

したいのは「それは行政が」とよく言われ

るのですけれども、ちょっと違うと思うの

です。 

皆さんが移住定住をした方とうまくいっ

ているというのは、そこの町民・市民の方

がしっかりと関わっている、そのような体

制づくりができているということなのです

ね。 

きっかけとか、そのような仕組みづくり

というのは、行政が仕掛けなければいけな

いことだと思っています。 

それから、うちは農業の部分、新規就農

で来るのですけれども、これもきちんとし

っかりやれているのは、やはり地域の方々

と一緒に関係して、受け入れられていると

いうか、そのようなフォローがされている

からうまくいっていると思っています。 

今、欠けているという部分でいけば、そ

のフォロー体制をしっかりしなければ、受

け入れるということ、それから受け入れた

後ということで、その前段の中で言えば、

逆に情報発信、魅力発信をどのようにして

いくかということが前提であります。 

今、一部分でのお話しかできませんけれ

ども、そのように考えております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 来年の４月から移

住の相談拠点を設けるということで、これ

はすごい大きなきっかけになるのではない

かと私は思っております。 

今、町長が移住される方に対してのフォ

ロー体制が足りないという認識をされてい

るということでしたが、フォローする側と

いうのは、全て行政がやらなければならな

いことだとは、私も思っておりません。 

ただ、実際に行政が移住定住の相談を受

けて、それがきっかけで美幌町に引っ越し

てくれることになりました。 

移住してくれたけれども、そのような人

たちがいるのだということを一般の町民の

方々は分からないとサポートすることもで

きませんし、移住してくる方にはいろいろ

な理由、事情があると思います。 

すごい前向きに移住されてくる方もいれ

ば、やはりそうではないちょっとナイーブ

な事情を持たれている方もいらっしゃると

思いますので、そのようなところのかけ橋

というのは、行政がやる必要があるのでは

ないかと思います。 

その上で一つ提案ですが、実際に美幌町

に移住してきて、今、美幌でいろいろなま

ちづくり、まちおこしで活動してくれてい

る方がたくさんいらっしゃいます。 

Ｕターン、Ｉターンも含めてですが、そ

のような人たちにお願いをして、これから

移住してくれる人たちをフォローする、何

か相談コミュニティーみたいなものを構築

すべきではないかなと思います。 

例えば、平野さんという方が美幌に移住

してくれることになりました。 

では、平野さんには、髙﨑さんというサ

ポーターをつけますねと。 
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なので、絶対にこの人に相談しなければ

駄目なのではなくて、何かあったときには

髙﨑さんに相談してくださいと。 

髙﨑さんにも、平野さんという移住者が

来るから何か相談があったら乗ってねと

か、顔つなぎとかを今回できる拠点、そし

て、行政がやって、そこの担い手を町民の

方々にお願いしたら、多分皆さん喜んでや

ってくれるのではないかと思うのですけれ

ども、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 相談の窓口という

か、受皿づくりということのお話だと思い

ます。 

そのことについては私も大賛成でありま

して、それを何とかつくりたいという思い

はあります。 

今回、みどりの村に施設をつくらせてい

ただく中で、民間の方に関わっていただ

き、一つの受皿、一つの拠点として、そこ

にカフェ機能とか、一つのコミュニティー

としての場所を提供、それから運営する。

来られる人だけではなくて、そこに関わっ

てもらう地元の方を配置するということ

で、そこが一つの核になっていただければ

と思っています。 

あとは、どのように関わるかというの

は、これからの問題ではあると思うのです

けれども、そのような考えは持っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） やはり美幌に魅力

を感じて、美幌に移住してきてくれる方が

たくさんいます。 

その上で、いいことだけではなくて、課

題も考えてくれていて、そのような課題も

日頃からお声としていただきます。 

そのようなお声をいただくときに、この

ようなところが嫌だ、足りないで終わりで

はなくて、どうしたら解決していけるのだ

ろうと一緒に考えていただけることを私は

うれしく感じています。 

そのような熱量を持っている方は、すご

い貴重な存在だと思いますし、行政が中心

になるのか、そのような方々が中心になる

のかは別として、大いに力を貸してもらえ

るようにするといいのではないかと思いま

す。 

ちょっと話は変わりますが、先ほど移住

者の声として「サポートがない」「住居が

ない」という声があるとお話をしました。 

移住後のサポートがないというところ、

どのようなサポートなのかという話をした

ときに、今言ったような人的支援というと

ころがなかなか見えない部分というところ

が一つ。 

もう一つは、町長の考え方も入ってくる

と思うのですけれど、美幌町としてどれだ

け、どのような人に移住してきてほしいと

いうのが見えない。 

例えば、移住してきた後の子育て支援の

部分。 

移住者だけに特化する必要はないとは思

うのですけれども、移住してくるためのき

っかけとして、特に美幌町独自のこのよう

な支援というものはないよねという声があ

ります。 

先ほど町長が、計画的な部分でダブって

持つ必要はないとおっしゃった部分につい

ては、私も理解します。 

ただ、テレワーカーとか、そのような

方々に移住してきてほしいと町長はおっし

ゃいましたが、そのような人たちに来てほ

しいと思ったら、そのような人たちを呼ぶ

ための支援というか、美幌町として、美幌

町に来てもらうために特化した何かを作ら

なければ駄目なのだろうと思うのです。 

明確にここでやりたいというのはあるけ

れどまだできないのか、それとも、つくら

なければ駄目だとは思っているけれども明

確に考えがないのか、そもそもそのような

ことは考えていないのか。 

そのようなところを含めて、考えをお聞
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かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） どのような方に移

住定住してほしいという希望は持っており

ます。 

考え方もあるのですけれど、それを皆さ

んに示すタイミングというか、それがいい

かどうかというのは、私は町長という立場

ですけれど、平野としてどうなのかと思う

こともあります。 

正直に言いますと、移住定住に特化して

お話をさせていただいてますけれど、本

来、この町をどのようにしていくか、今住

んでいる方にどのような満足感を得ていた

だくか、そのような中での考えをしっかり

持たなければいけないと思うのですね。 

ですから、他から来てもらうよりも町か

ら出て行く人を少なくする、逆に、学びか

何かで１回出ていった人が地元に帰ってく

るということをしっかりやることだと思い

ます。 

一つとして、美幌に人がどんどん来ても

らうことを望むことは大切なことなのです

が、そうでなくて、美幌町を思ってくれる

人が全国に点在していても全然問題ないの

ではないかという考えを私はもともと持っ

ています。 

関係人口というわけではないですけれど

も、交流人口とか、そのような人たちとの

関わりを持って、町がしっかり成り立つと

いうことをやりたいと思っています。 

その中で、移住定住という話にまた特化

してお話をさせていただければ、この地域

を理解して、この地域の方々と一緒に歩ん

でくれる方に、まずは絶対に来てほしいと

思っています。 

その人たちという部分でいけばどのよう

になるかというと、今の美幌町に活力を与

えてくれるとか、このようなところが欠け

ているからそれに対して皆さんと関わりた

いとか、そのような方々が来ることについ

ては、非常にウエルカムという思いであり

ます。 

あと、特定分野というのであれば、１万

ヘクタールの農地をみんなで維持するため

には、農業をやっていただく人が少しでも

増えなければいけない、減らないようにす

るためには新規就農という形で、その分野

において特化して、今のうちのスタイルの

農業を行ってくれる人には来てほしいとい

うことで、今のところ自分の中では整理し

ております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 移住定住促進のた

めだけに何かをやるというのは、私も違う

と思っています。 

流出を防ぐだけではなくて、そもそも美

幌に住んで、美幌が好きで生活してくれる

人たちが、住みやすくて、安心して暮らせ

るということが第一。これはもちろん大前

提だと思っています。 

ただ、札幌市ですら人口の減少が始まっ

たのです。 

ここ数年でピーク時から２分の１になっ

た町もありますし、美幌町は他の町から比

べると、人口の減少幅がそこまでではない

という人も確かにいます。 

まだ美幌は２分の１ではないという議論

は置いておいたとして、先ほど共に美幌に

住んで、歩んでほしいと町長はおっしゃい

ましたけれども、どのような人に美幌町に

来て欲しくて、美幌に移住してきてくれ

る、美幌に移住したいと思う、そのきっか

けはどこなのだろうというのを考えていく

べきなのではないかと思うのです。 

実際に、美幌に移住してきた方々に「ど

うして美幌に来たいと思ったのですか」と

私がお話をすると「最初から美幌に来たか

ったわけではない」と。それはそうですよ

ね。 

美幌町という町を知っていて、美幌が大

好きと思っている人はそうそういないわけ

ですよね。 
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では、どこで美幌町という名前が出てき

たかというと、やはりどこまで関わりを持

つかだと思うのです。 

まず、美幌町の人たちと関わりを持つこ

とが大事だと思うし、その中で特に、単身

ではなくて、家族が美幌町に移住してくる

となると、子供の今後の教育も大事だし、

病院も大事だし、夫婦で共働きするのであ

れば共働きする仕事も大事だし、共働きで

きる環境なのかというところも大事だしと

いうところになってくるわけですよ。 

そうなると、もちろん人で関わりをつく

るということは、町民皆で頑張りましょう

と。 

これはもちろん大事だと思うのですが、

頑張ったけれど美幌町に行きたいと思った

ときに、やはり大事なのは教育、病院、そ

して、福祉だと思うのです。 

美幌町にはいっぱい仕事があります。 

だけど、働くために子育て、子供を預か

ってもらう環境がとかとなってきたとき

に、ほかの町と比べて美幌町の子育てとい

うのは、本当に優れているのかどうなのか

というところ。 

町長、どうでしょう。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 美幌に来ていただ

く、それから来ていただいた方のきっかけ

は、今、木村議員がおっしゃった人とのつ

ながりだと私は思うのです。 

私も長年、いろいろ関わった方が美幌に

来てくれたり、それから美幌にしょっちゅ

う来て、移住までされた方で、直接関わっ

ている方は余りいないですけれども、木村

議員がおっしゃったとおり、どれだけ関わ

った人が魅力づくりに関わるか。 

先ほど私は、今後、美幌町として移住定

住でどのような形という話の中で、よい生

活環境をしっかりつくらなければいけない

というお話をさせていただきました。 

その中でいけば、今言われた子供の育

児・教育、それから健康。 

今、内閣府が、新型コロナウイルス感染

症の影響下における生活意識・行動の変化

ということで、地方に来る場合、何が大事

かという話をすると、大きくは健康に不安

を持っていると。それが１番大きいので

す。 

それ以外でいけば、世代によるのですけ

れども、やはり子供の育児・教育という部

分。 

ですから、どのような方々をターゲット

にするかということも、はっきりしておか

ないと駄目なのかなと思っています。 

私は、常日頃から移住定住ではなくて、

美幌町と皆さんとで、子育てと教育をしっ

かりしていきたいという思いであります。 

先ほど言ったような、今までのターゲッ

トよりも新たにやるとするならば、今言う

テレワークという中においての企業との関

わり、何かの部分に特化してもう少し力を

入れたいという思いであります。 

それで、私が企画をやっていた時代に、

団塊の世代の移動ということで、美幌町も

道内の先頭を切って積極的にやりました

が、なかなか不発でした。 

定年を迎える人たちが地方にという中身

は、やはり無理です。 

でも、今は、先ほど言った仕事の働き方

改革を見たときに、都会の方々が地方にと

いった場合には、現実味がある動きではな

いかなと。そのような中でいけば、木村議

員がいろいろと一生懸命言っていただいて

いることと同じになりますけれども、移住

定住も人を減らさない、増やすという一つ

の形としては、どのようなことがあっても

しっかりやらなければいけないという思い

であります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ちょっと時間があ

りませんので次々にいきたいのですが、最

後に、今のお話の中で移住定住促進、そし

て、住んでいる人たちの安心を高めるとい
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う意味でいけば、ただ何かお金をばらまく

ような補助金というのはそぐわないと私は

思っていますし、何か考えがあってやるの

は別ですけれども、そうではなくて、ただ

お金をばらまくというのは、私は違うと思

っています。 

やはり、そのようなことであれば、美幌

町は幸いにも公設の保育園もある、民設の

幼稚園も、保育所もあるというところでい

くと、もっと困っているほかの自治体から

見れば、そのような施設というのは整って

いると思うのです。 

保育士不足という部分は現実にあるの

で、制度だけではなくて、段階を踏んで組

織的に体制を整えていくというか。 

まず、子育て支援、預かりの部分、その

ようなところを充実させるために、保育士

をもっと増やすための取組をするとか。 

それで、保育士が増えた、幼稚園教諭が

増えた、実際にもうちょっと預かりの間口

を広げられる、休日の預かりもできると。 

移住してきた人達というのは、こちらに

縁もゆかりもない人たちですから、なかな

か自分の子供をちょっと預かってもらえる

人もいない。そういう方がリフレッシュを

する、時間で預かってもらえるとか、その

ような体制・支援というのは整えていくべ

きなのかなと思います。 

前回か、前々回のときに、そのようなと

ころは検討していきたいと町長はおっしゃ

っていましたけれども、その辺りどうでし

ょうか。検討の余地というのはあります

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 検討の余地は十分

にあると思っています。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 本当にここが整う

だけで、子育ての部分ではかなり支援にな

るのではないかと思います。 

もちろん、様々な声もありますし、生活

困窮という部分での支援とかを求める方も

いらっしゃるとは思いますけれども、もっ

と一般的に子育てを応援する、地域で子育

てを応援するような部分でいけば、預かり

の部分とか、保育の部分というのをもっと

支援すべきなのではないかと私は考えてい

ます。 

次に参りたいと思います。 

もう一つ、移住してきた方々から「住居

がない」というデメリットがあるとお話が

ありました。 

以前、違う議員からも公営住宅の部分で

質問があったかと思います。 

実際に、美幌町の公営住宅、かなり空き

があると伺っておりますが、このような移

住してくる方々、あとは、若い人たちに対

して、この公営住宅をもっと活用してもら

えるような形というのはできないのでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、以前も御答弁

したかと思いますが、公営住宅はあくまで

も公営住宅法に基づいた住宅でございま

す。そのため、現状ではそれ以外の使用と

なります目的外の使用については考えてお

りませんので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 目的外使用になる

ということでしたけれども、最近ほかの市

町村でやっているというのが結構増えてき

ていると思うのですが、どうして美幌町だ

け目的外使用ができないのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問ですが、そのような目的外使用をした

場合、例えば、過去にいただいた補助金や

交付金を返還しなければならないだとか、

そのような問題が出てくるということでご

ざいますので、よろしくお願いいたしま
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す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） それは公営住宅全

てに該当するのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 基本的には、公営

住宅については、公営住宅法という規制の

中で家賃を決めたり、国の補助を受けたり

しています。 

それが、他の利用、要は目的外使用で使

えないかというのは、補助金を返したり、

やり方を考えれば可能だと私は思うので

す。 

ただ、公営住宅という取扱いではなくな

ることは、事実だと思っています。 

それぞれやられているところというの

は、まずは、住居に困窮してる場合という

ことであれば、地元に来て、他の町から美

幌に住みたいという方は、御相談を受けま

したら今でも対応しています。 

公営住宅法の基準に該当する方、そのよ

うな方々を優先的に入れるということはや

っています。 

それ以外で、所得とか全く関係なく、こ

のような方が来て、受け入れるということ

であれば、公営住宅法に触れる、法から脱

するものについては、そこから外しますと

いう考えをとらなければいけないかと私は

思います。 

それを考えるのであれば、あえて公営住

宅にこだわらなくても、例えば、教員住宅

とか、民間の借家とか、どちらかというと

そのような規制が余りないものというとこ

ろを、施策として開放していくということ

は可能ではないかなと思うのです。 

ですから、町としてどこまで踏み込んで

やるかという一つの姿勢かなと思っており

ます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） もちろん、美幌町

としてどこまでやるかは大事だと思いま

す。 

公営住宅を活用して、そのような促進住

宅とか、若者支援住宅で使っている町がほ

かにもあるはずなので、ごめんなさい、私

も勉強不足なので、そのようなところをも

っと自分でも勉強していきたいと思いま

す。 

そもそも今、民間の中でも購入する戸建

てというのは、また別です。 

なので、売りに出ている空き家というの

もありますが、実際に美幌町に引っ越して

きた人が、これからどうなるかまだ分から

ない中で、いきなり空き家を購入してくれ

と言われても、それはなかなか勇気が要る

ことですよね。 

そのような場合であれば、定住促進とし

て、まず１年、２年ぐらい美幌町にお試し

で住んでもらうというか。 

前回も私が質問して、検討したいとおっ

しゃっていたと受け止めていますが、その

ようなところの検討というのは、現状どう

なっているのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 空き家として、住

宅を扱うところとの連携は取ったりはして

いますけれども、一歩踏み込んで、それを

減額してまでの話には至っていないという

状況であります。 

私も木村議員がおっしゃったとおり、美

幌に住みたいのだけれど、最初から家を買

うのはつらいからということで、借家を探

しました。 

ですから、それは今のところ空いてる借

家、業者というか、取り扱えるところに、

このような条件でこのようなところをお願

いしたいと希望するということでの協力は

多分担当もしていますし、そのように具体

的に言われて、私も協力はしてきておりま

す。 

それで、今言われた一歩進んでそこまで

やらないのかという部分については、今の
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ところ踏み込んだ政策までは実施していな

いのが現状であります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ずばり、今後、踏

み込んでいくお考えは。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ちょっと検討した

いと思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 移住相談があった

ときに、多分、住居の相談というのも絶対

に出ると思います。 

そのようなときに担当の方々が、このよ

うな住居が実際にあるよとか、仲介業者を

紹介するよとか、外からは見えない、見え

にくい部分だとは思うのですが、実際に相

談に来た人達に対しての直接的なサポート

というのは多分されているのだろうなと、

安易に想像がつくところではあります。 

ただ、どの段階かは分からないのですけ

れども、まず、美幌に来る前に移住相談と

かがあって「美幌町 空き家」「美幌町 

賃貸」とか、皆さん絶対にネットで検索す

ると思うのです。 

そして、検索した段階で、美幌は戸建て

の空き家がないとか、特に賃貸、アパート

とかも、時期によっては本当に満室でなか

なか空いていないという現状も結構ありま

す。 

どうにかならないかというお話とかも結

構聞くので、せっかく美幌に移住したいな

と思ったときにそのような状況だと、多

分、そこでもう心が折れてしまうという

か、それが現状だろうなと私は思います。

私ならそうです。 

仕事があって転勤しなければならないと

なれば別ですよ。 

家が空くまでの間、北見のホテルを借り

て、何とか通勤してとかという話にもなる

と思います。 

家族で移住定住したいとなったときに、

美幌に空き住宅がない、それが何か月も続

いたら、ほかの町でもっといいところがあ

ればその町に行ってしまうのではないかと

私は思うのですよね。 

やはり、そのような現状も踏まえて、ほ

かの町にはない課題、それをクリアするこ

とというのは、美幌町にとっての独自の政

策にもなり得ると思います。 

先ほど町長は、そのようなところを検討

したいとおっしゃってくれましたので、そ

の「検討したい」を私は信じたいし、応援

していきたいと思います。 

やはり、そのようなところは大事かなと

思っております。 

そうは言っても、賃貸として出ているか

どうかは抜きにして、実際に今すぐ人が住

める空き家かどうかも別として、住めない

空き家も含めて、美幌町は空き家もかなり

増えてきているという状態だと思います。 

美幌で解体促進の補助金を設けておりま

すが、実際の利用率や解体からの新築の状

況とか、そのようなところの現状はいかが

か、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 空き家解体に

つきましては、新規事業ということで令和

３年度から取組をさせていただいておりま

す。 

令和３年度につきましては、当初予算で

８棟を取壊しの除却対象としていたのです

けれども、そのうち実績は６棟となってお

ります。 

そして、単純な取壊しにつきましては３

棟、取壊した後の跡地に新築するという区

分につきましては３棟という実績となって

おります。 

以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 当初８棟に対して

６棟というところで、これが多いのか、少



 

－ 65 － 

ないのかというのは、私には分からないと

ころではありますが、今回、美幌町の住宅

リフォームの補助金、改正になって少し使

いやすくなったかなと思います。 

多分、今、町でやっているリフォームの

補助金というのはバリアフリーだったり

で、空き家活用というところは目的にされ

ていないと思います。 

取り壊すだけではなくて、空いている住

宅をリフォームして、古い建物を活用して

住んでもらうような空き家活用の補助金。 

美幌は古いものを解体する気質が結構多

いなと。 

いいものでも解体してしまって残さない

というのが、私が美幌に対して思っている

ところです。 

昔の建物は昔の建物にしかないよさが絶

対にあるし、それを活用すれば魅力になる

と思うので、そのようなところを応援する

ような補助金とか、補助というのも必要か

と思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、住宅リフォー

ムの補助制度について、来年度以降、より

使いやすいようにということで、今、見直

しをしているところでございます。 

御質問にありました空き家に対してとい

うことですが、中古住宅を買って、住宅リ

フォーム制度を使って改修ということは、

今現在もできておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 大変失礼しまし

た。私の勉強不足で申し訳ございません。 

先ほど、美幌に移住してくる人たちに向

けて、まず、ちょっと住んでみる住宅の部

分を検討してくださいと私がお話をして、

町長から検討をいただけるとお話がありま

したが、そのようなところとの流れをつく

っていくというのが大事かなと私は思いま

す。 

購入する、新築を建てるだけではなく

て、空いているところを活用して住んでも

らうとか、最初からこのような状態があり

ますよとか、町としてこのような応援をし

ていますよというところで住居の心配を取

り除いていく、そのような流れというのは

つくっていくべきかなと思います。 

そこは意見として、お話をさせていただ

きます。 

また、少し話は変わりますが、先ほども

町長からお話がありましたし、以前の答弁

でも、美幌町は農業の部分を絡めて移住定

住者を増やしていきたいというお考えをお

持ちだということで、お話をされていたか

と思います。 

今、みらい農業センターの農業実習生の

受入れが女性のみ、１８歳から５０歳の独

身女性というすごいターゲットが狭い受入

れをされているということなのですけれど

も、今後の農業の従事者を増やすという意

味では、男性も受入れしていかなければ駄

目なのではないかと思うのですが、この辺

りのお考えはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今の受入れの体制

でいきますと、研修生と交流体験という

か、そのような大きなくくりの中で、交流

体験の中に農業体験実習生という受入れ方

をしております。 

実は、これは狭い意味でいくと、移住定

住の体験というか、そのような認識ではな

いのです。 

このようなやり方がいいかどうかは置い

ておいて、農業経営者育成事業の中で担い

手対策協議会をつくって、農業に興味や関

心を持つ女性限定の実習生を積極的に受入

れて、農業体験を通して、農業青年と自然

な形で交流の場を設定するという目的を持

ってやっている農業青年配偶者対策事業な

のです。 

ですから、農業という部分であれば男女
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差別をすべきではないと思うのですけれ

ど、そのような目的を持ってやっているの

で、今は女性限定としています。 

来られる方にこの辺の説明をきちんとし

ないとトラブルの原因になるので、これは

この制度も含めて、今後考えていかなけれ

ばいけないと思っています。 

それだけは御理解いただきたいと思いま

す。 

今、一つの目的を持ってやっていること

で、結果的に成婚された場合については、

大きな意味で定住につながるということで

はあるのですけれども、この違いだけは御

理解いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） そのような目的が

しっかりあって、取り組まれているという

ことは理解いたします。 

ただ、前回もそうですし、先ほどもそう

ですけれども、農業の部分での移住定住と

いうお話をされていた中でいうと、自分で

独立して農業をやるのだという方の受入れ

というのは、畑の面積の関係もありますの

で、いつでもかつでも誰かが来て、美幌で

農業をやれますという現状でないのも実態

だと思います。 

実際に、新規就農者だけが欲しいのかと

いうことだと思うのですが、やはりいきな

り新規就農ではなくて、今、働き手世代と

してバリバリ頑張っている農業者さんを支

援しながら、その人が年齢を重ねていった

ときに、そこで今、雇用している従業員さ

んが美幌でサポートしたことで来てくれた

人だったとか、そのような形というのも私

は必要なのではないかなと思うのですよ

ね。 

もちろん、行政だけでやることだとは思

っていないのですけれども、雇用される側

の農業者の促進というのも必要かと思いま

すが、最後、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 雇用される側に関

しては、いろいろな法人等でそのような募

集をしております。 

そのようなところでいろいろ体験されれ

ばいいかなと。 

あくまでも新規就農の場合については、

誰でも受け入れるということを私どもはや

っております。 

今のやり方というのは、農業の経営を譲

りたいという方がいて初めて、研修を２年

なり３年させてそこに入るというやり方を

しているので、それがない限り、新規就農

という受入れはしていないということで

す。 

それと、美幌で農業を学びたいと、公費

をかけて誰でもウエルカムという形が本当

にいいのかどうかというのは、美幌が必ず

しもそれを推奨してるわけではないという

ことも御理解いただきたいと思っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、５番木村

利昭さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１１時１０分といたします。 

午前１１時 ２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

７番坂田美栄子さん。 

○７番（坂田美栄子君） 〔登壇〕 私か

らは、教育行政についてのみ質問をさせて

いただきます。 

まず、小中学生の視力低下についてで

す。 

令和４年７月１３日に文部科学省が公表

した「令和３年度学校保健統計調査結果」

によりますと、裸眼視力１.０未満の割合

は、年齢が高くなるにつれて増加傾向とな

っており、小学１年生で４人に１人、小学

３年生で３人に１人、小学６年生で約半
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数、中学生では約６割と、毎年過去最悪を

更新しています。 

視力の低下は、スマートフォンや携帯ゲ

ームの普及とコロナ禍で外出機会が減った

ことでスマートフォンなどを長時間見る子

供の増加が一因と見られています。 

学校のＩＣＴ化が進む中で、学業やスポ

ーツへの影響も大きいことから、学校と家

庭が連携した対応が必要と考えますが、美

幌町の現状と課題についてお伺いいたしま

す。 

不登校対策について。 

不登校の児童生徒数は、平成１３年度を

ピークに全国的に減少傾向を示していまし

たが、平成２５年度から再び増加に転じ、

この３年間では毎年約２万人ずつ増加して

います。 

最初に学校に行きづらいと感じたきっか

けは、先生のこと、身体の不調、友達のこ

とがそれぞれ３割近くを占めていますが、

不登校の背景は多岐にわたっています。 

美幌町では、教育相談員、不登校問題相

談員、スクールカウンセラーが配置され、

サテライト授業ではタブレットを活用した

授業が実施されていることは承知していま

すが、不登校児童生徒の現状と課題につい

てお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 〔登壇〕 坂田

議員の御質問にお答えいたします。 

初めに、小中学生の視力低下についてで

ありますが、令和３年度学校保健統計調査

における美幌町の裸眼視力及び視力低下の

状況につきましては、調査が抽出であるた

め、美幌町の学校は調査対象になっておら

ず、把握できておりません。 

美幌町においては、毎年、眼科検診を小

学１年生と４年生を対象に実施しており、

その結果、視力低下とされた児童は、令和

２年度で受検者数２８３人のうち４８人で

１７％、令和３年度では受検者数２３０人

のうち５０人で２１.７％という状況であ

り、人数は横ばいであるものの、視力低下

者の割合では増加しているため、美幌町で

も視力低下の傾向があると思われます。 

学校での視力低下対策としましては、昨

年度からのＧＩＧＡスクール構想によるタ

ブレット端末の本格的な活用もあるため、

家庭ではタブレット端末を３０分間使用し

たら、２０秒以上遠くを見ることなどを記

載したリーフレットを配布することや眼科

検診により視力低下であった場合は、結果

通知に眼科での受診を勧める文書を送付す

るなどの対策を講じております。 

視力は低下すると回復はなかなか困難で

あることが多いため、今後も目の健康の大

切さを児童生徒に伝え、家庭と連携しなが

ら視力低下対策に努めてまいりますので、

御理解をお願いいたします。 

次に、不登校対策についてであります

が、不登校となる理由は様々であるため、

児童生徒一人一人に寄り添った対応が必要

であると認識しております。 

悩みを抱えた児童生徒に対し、少しでも

気持ちが楽になるよう、教員が親身になっ

て相談対応をすることや教育専門相談員、

スクールカウンセラーの配置により、相談

しやすい環境づくりを心がけているところ

であります。 

また、美幌町では初となる民間のフリー

スクールが今年開設され、学校外の多様で

適切な学びの場が提供されており、教育機

会の確保の選択肢が一つ増えたものと考え

ております。 

コロナ禍の影響により不登校となってし

まう児童生徒が増えていると言われている

状況でありますが、今後におきましても、

地域の子供たちの不安を少しでも取り除

き、安心して学び、自信を持って成長して

いけるよう、官民一体となり、一人一人に

寄り添った取組を進めてまいります。 

以上、お答えいたしました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ
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ん。 

○７番（坂田美栄子君） 現代社会におけ

る情報化については、改めて私が取り上げ

るまでもありませんが、昨今では、子供も

スマートフォンやタブレット端末、ゲーム

機器など、デジタル機器を日常的に用いて

いることが原因と考えられます。 

また、就学前の子供がデジタル機器を用

いる現状が話題となっていることも、事実

として伝えられております。 

学校教育における近年の大きな変化も情

報化であり、授業でデジタル機器を用いて

の学習、デジタル教科書やデジタル教材が

今後より一層活用されていくことが予想さ

れ、健康面への影響も懸念されているとこ

ろであります。 

答弁にありましたけれど、視力は一度低

下すると回復はなかなか困難と言われ、

今、子供の目を取り巻く社会環境は最悪で

す。 

小学生から高校生までの間に、最も急激

に近視が進行すると言われています。 

近視のなり始めの時期の対策がとても重

要と言われております。 

家庭と連携しながら視力低下対策に努め

るとの答弁でありますが、具体的に示すも

のがないと、なかなか理解も難しいのでは

ないかなと感じているところです。 

それと、先ほど答弁いただきましたけれ

ど、学校では１年生と４年生の検査しかや

っていないということです。 

学年によっては、その調査内容が正確に

伝わっていないというのが現実としてあり

ますので、やはり国の調査だけではなく

て、各学校でそのようなデジタル機器を使

うということに対しての危機感を持って、

子供たちの視力の低下の程度というのを知

っておくべきではないかなと思いますが、

その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 視力の関係につ

いて、１回目に御答弁申し上げましたこの

統計調査につきましては、小学１年生、４

年生ということでございますが、その他の

学年につきましても、毎年、各学校で視力

検査をやっている状況にございます。 

また、視力検査の結果、前年度と比較し

て視力が著しく低下しただとか、一定の基

準以下の視力のお子さんの御家庭に対しま

しては、結果の通知とともに、場合によっ

ては受診を勧奨する、あるいはふだんの生

活の中で気をつけていただきたいというこ

とを周知させていただいている状況にござ

います。 

また、各家庭につきましては、このこと

と合わせて、やはり学力と健康それぞれを

普及啓発するのでなく、トータルで子育て

をしていくという観点から、家庭を学びの

環境にするということで、今、ＩＣＴ機器

を授業でも取り入れていますし、家庭でも

スマートフォンだとか、タブレットも普及

しております。 

そのような中で、決まった場所、決まっ

た時間ということで、規則正しい生活、こ

のようなことと絡めて、トータルで子供の

生活リズムを整えていく、そのことがひい

ては学力向上にもつながるということで、

パンフレット等で周知させていただいてい

るという状況でございますので、よろしく

お願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 大人は多分、Ｉ

ＣＴを見た後に目の疲れを感じると思うの

ですけれども、子供はそのようなところで

は、なかなかまだ感じ取れない部分もある

のではないかなと思います。 

今、答弁いただいたように、特に視力が

低下する、視力の疲労が出てくることによ

って、健康被害というのも聞かれておりま

す。 

ＩＣＴテクノロジーを活用していくため

には、やはり安全で快適な学習環境を構築

するということが、１番大事なことではな
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いかなと思います。 

あと、御承知のこととは思いますが、文

部科学省では、児童生徒の健康に注意して

ＩＣＴを活用するためのガイドブックとい

うものを発行されているようです。 

２０１９年に、学校関係者や一般の方へ

の情報提供を行うウェブサイトを公開した

り、学校でのＩＣＴ機器利用について、安

全面や健康面から配慮したほうがよい点に

関して情報提供をしているという文章が流

れております。 

児童生徒の健康に注意して、ＩＣＴを活

用するためのガイドブックを参考にするこ

とに加えて、心身への影響が生じないよう

に、学校医とも連携の上、必要に応じて児

童生徒の状況の確認、眼精疲労の有無や心

身の状況など、子供が生活できる環境が変

化していくことに十分注意していかなけれ

ばならないと考えています。 

そのことについては、各学校と各家庭と

の連携が十分なされているかどうか、お伺

いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 議員がおっしゃ

るように、やはり学校と家庭の連携が何よ

りであると考えております。 

そのようなことから、学校では、先ほど

お話をさせていただきましたパンフレット

のほか、保健だより、このようなところで

も強調して、これまでよりも回数を増やし

ながら、大切さについて折に触れて周知さ

せていただいているところでございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） いろいろ学校と

連携しているようなのですが、近視の進行

は、大人になるとある程度止まるというこ

とがあるのですけれど、最近は、大人にな

っても近視の進行が止まらないという状況

が増えているとのデータが流れておりま

す。 

特に、パソコンやスマートフォンの普及

がその背景にあると思われますが、近視に

なっても眼鏡やコンタクトレンズで気軽に

矯正ができるため、近視になることを深刻

に受け止めないで対策を怠ったり、軽度近

視から中度近視、それから強度近視へと目

の状態を悪化させることになっているのも

現状として伝えられております。 

近視の度が進むごとに、例えば、緑内障

や網膜剥離、白内障、近視性黄斑変性症な

どと言った病的リスクが高まっていくとい

う報告もありますので、近視が様々な病気

を引き起こす危険性を確認しながら、でき

るだけ早く生活習慣を改める対策も重要と

なってきます。 

そのような病的なことについて、今でな

くても、将来的に近視が進むことになっ

て、このような病気になる可能性もあると

いうことは、子供たちにも、それから、家

庭にもしっかり伝えていくことも必要かな

と思っています。 

成長期にある子供たちは近視が進行しや

すいために、近視予防が極めて重要です。 

屋外で過ごす時間が長い子供は、近視の

有病率、発症率が低いとされ、野外活動が

近視予防に効果があると報告されていま

す。 

子供は、日中の多くの時間を学校で過ご

すため、学校教育の中でも、近視の発症と

進行の予防対策を講じていく必要があると

思われますが、そのことについて考え方が

あれば、お示しください。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

議員の御指摘のとおり、特に小学生から

高校生までが、最も急激に近視が進行する

というのも、ある文献では承知をしており

ます。 

病気になるリスクも高いというのも聞い

てございます。 

先ほど御答弁申し上げましたが、文部科
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学省の調査に合わせまして、２０２１年度

から児童生徒の近視実態調査というのをや

ってございます。 

これは、経年で見ていくということで、

本年度におきましても、近視実態調査を実

施し、近視、遠視、乱視、こちらを明らか

にした上で、国としても有効対策を検討し

ていくということも聞いております。 

あと、先ほどのガイドブックでしょう

か、私も見させていただきましたけれど

も、国から出ていますとおり、例えば、国

では五つの約束ということで、御承知かと

思いますけれども、３０分に１回はタブレ

ットを目から離して２０秒以上遠く見まし

ょうということも言っております。 

ある本によりますと、アメリカなどの英

語圏では、２０―２０―２０ルールという

のがあるそうです。 

２０分間見たら２０秒以上２０フィー

ト、６メートル以上という意味ですね、こ

の２０秒遠くを見ることによって、眼精疲

労とかも和らげるということも言っており

ます。 

そのようなこともありまして、３０分以

上見たら２０秒目を休めて、目に負担のな

いような形をとっていこうと、保護者に対

しても、そのような端末の利用時間も含め

たルール等を周知しております。 

これは当然、学校だけでできることでは

ございませんので、引き続き、家庭と十分

連携した中で、先ほど教育長が答弁いたし

ましたように、保健だよりあるいは学校だ

より等を通して、繰り返し訴えていくとい

うことをしていきたいと思っていますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、答弁いただ

いたように、文部科学省のガイドブックと

いうのを利用していただいて、できれば、

それを家庭に配布できる状況があると、よ

く分かりやすいのではないかなと思うので

す。 

例えば、タブレットを使うとき、学校で

はきちんとした姿勢でタブレットを使うの

でしょうが、家に帰って使うとすれば、ど

うしても目の近くに持ってきて見たりす

る、姿勢も悪くなったりということで、近

視が進む状況というのは、非常に多くなっ

てくるという情報もあります。 

そのような意味では、家庭にもしっかり

そのような分かりやすいものを提示してあ

げることが必要かなと思います。 

それで、親御さんも多分、家庭の中でス

マホや何かでいろいろと情報は見ているの

だと思うのです。 

その中で例えば、食べるものに気をつけ

るとか、そのような話もあるのですけれ

ど、食べるものはやはり長続きしないとい

うことですよね。 

幾ら気をつけていても、長期にわたって

それが準備できないのと、家庭で働いてい

る人も多いので、なかなかそのようなこと

を継続できないという情報もあります。 

先ほど言ったように、野外で過ごすこと

によって、ある程度視力回復ができる可能

性を持っているとするのであれば、学校で

過ごす時間の空いている時間のほとんど

は、例えば、外で過ごせるものは過ごした

ほうがいいのかなという思いを持っていま

す。 

学校の中でのそのような活動というのも

十分重視していただいて、取り組んでいた

だければと思います。 

例えば、日本ではなくて、シンガポール

ですとか、中国あたりでも、近視に関する

教育や子供の屋外活動を積極的に推進し

て、国を挙げて近視の予防に取り組んでい

るということも出ています。 

そのような外での活動がそれだけ効果的

なことにつながるのであれば、美幌町の子

供たちもタブレットを使う時間が増えてく

るということであれば、そのようなところ

も学校内での申合せとか、学校全体の連携
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をとってやっていくことも必要かなと思い

ますが、その点ではいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまの件で

ございますが、１番大事なのは、子供たち

の生活リズムをきちんと整えるということ

に尽きるのかなと私どもとしては思ってお

ります。 

その中では、今、議員からもありました

ように運動時間。 

こちらについては、体育の授業以外に１

日６０分以上、運動する機会を設けようだ

とか、１回目の答弁にもありましたけれど

も、例えば、学習以外でメディアに触れる

時間も１日合計１時間以内だとか、そのよ

うなようなことで生活リズムをきちんと整

えようと。 

そのことが、心身の健やかな発達につな

がるのだよということを折に触れて訴えて

いるところでございますが、その辺は今後

も続けていきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 最近、眼鏡をか

ける子供たちが少しずつ増えてきているの

も現実かなと思います。 

眼鏡をかけていなくても、子供にコンタ

クトレンズをして矯正をするという話も出

ていますので、そのようなことにつながら

ないためにも、しっかりと家庭、学校、教

育委員会と連携をとってやっていただきた

いと思います。 

次に、不登校対策について。 

不登校の問題については、今まで何度も

質問をさせていただいております。 

答弁で１番記憶に残っているのは、誰一

人取り残さない学校づくりということで、

今も深く印象に残っています。 

全国的にも、美幌町的にも、不登校児童

生徒の増加傾向は止まっておりません。 

コロナ禍以前から上昇しています。 

この３年間で、義務教育として設定され

たシステムになじめない子供が、全国的に

おおむね２万人ずつ増加しているという状

況が出ています。まさに異常事態です。 

美幌町では、教育専門相談員、スクール

カウンセラーが配置されて、相談しやすい

環境づくりにはなっていますが、実情はど

うなっているでしょうか。 

サテライト授業も、オンラインを使った

授業をやっているという答弁をされており

ましたけれど、児童生徒が利用しやすい環

境となっているのかどうか、その点につい

てお伺いいたします。 

○議長（大原 昇君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（多田敏明君） ただいま

の御質問でありますけれども、今年度、学

校等をつないでサテライト授業を実施して

いるというのもございます。 

そのほか、休んでいる期間が長いという

こともありますので、サテライトと学校を

結びまして、近況報告し合ったりというこ

ともしてございます。 

そのようなことから、現在はタブレット

端末を活用しましたサテライトと学校をつ

なぐという授業等も実施しておりますの

で、利用されている方にも非常にいいもの

になっているかなと考えております。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） しっかり取り組

まれているのは分かります。 

ただ、教育専門相談員のところに相談に

行かれていない親たちが多いのではないか

と思います。 

相談員の方にお聞きしましたら「私たち

が勝手に子供たちと話をするわけにはいき

ません。やはり親を通して、親からの相談

がなければ、相談には乗れないのですよ

ね」という話でした。 

親が仕事をしていて、１７時までの間に

時間が取れませんという話も聞いておりま

したので、そこら辺の時間帯ですとか、そ
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れから、親が直接話をしなければならない

という状況は、もう少し緩和できないの

か。 

子供に直接会って、子供と話した上で、

子供がどのような環境にあって、どのよう

な状況で学校に登校できなくなったという

ことをやはり知っておく必要があるのでは

ないか。 

それと、親との連携で解決するという方

法がうまくいっているのかどうか、非常に

気になっているところですが、その点につ

いてはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 不登校の原因で

ございますが、１点目のところでもありま

したように、やはりその子の数だけ原因が

あると思っております。 

また、サテライト等を設けておりますけ

れども、そこに相談に来ることができる親

御さん、そして、子供さんもいれば、やは

り来ることができないという子もいる実態

も承知しております。 

そのようなことで、せんだって過去の議

会でもアウトリーチ、訪問型の支援という

こともお話をさせていただいた経過もござ

いますが、いろいろな子供たちや保護者の

状況に応じて、いろいろな相談体制だと

か、支援体制が必要だと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 不登校の子供た

ちというのは、どの子もそのような可能性

を秘めているということは、私たちも十分

知っているところです。 

ただ、原因の一つとして、家庭環境に大

きな影響を受けているというのも事実かな

と思います。 

そのような意味では、なかなか相談員の

ところに行けないというのも含めて、事実

としてあることは分かるのですが、ただ、

その子をそのまま置き去りにするわけにい

かないというのがあって、その子供たちを

どうするかというのが今、１番問題ではな

いかなと思うのです。 

やはり、子供は学校に行きたくないわけ

ではない。 

ただ、行けない状況というのがあって、

行けない状況をどのように探していくかと

いうところが問題なのかなと思います。 

そのようなところでは、解決策というの

はないとは思うのですけれど、一つ一つ状

況を細かく探り当てていくしかないのかな

と思います。 

先ほど、答弁の中にフリースクールとい

うのがあったので、美幌でもそのような民

間の人たちが開設してくれたということに

ついては、本当にありがたい話だなと思い

ます。 

どこにも行けない子供たちが、学校外で

の多様で適切な学びの場を提供してもらえ

ること、活動できる場所を提供してもらえ

たということでは、非常によかったのかな

と思えます。 

ただ、フリースクールもなかなか今の段

階では、運営するに当たって非常に難しい

条件もたくさんあるのかなと思いますの

で、利用する子供、親、学校、それから、

教育委員会の連携が非常に大事になってく

るのではないかなと思います。 

せっかく開いてくれたフリースクールを

皆さんでバックアップしながら、子供たち

のために、ずっと長い間活動していただき

たいというのが本音でありますので、そこ

ら辺のところでしっかり連携をとっていた

だくということが大事なことかなと思うの

ですが、その点についてはいかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまのフリ

ースクールの関係でございますが、美幌に

開設していただいたフリースクールには、

実際、数名が通われているということを伺

っております。 
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また、出席扱いの関係で、文部科学省が

示したガイドラインがございます。 

例えば、フリースクールの運営内容だと

か、そのような細かいところもございます

けれども、一定の要件を満たした場合は、

学校の指導要領上の出席扱いとすることが

認められております。 

これにおきましても、学校長とフリース

クールとで十分に話し合った上で、学校長

が認定するという運びになっています。 

そのようなことから、学校とフリースク

ール、さらに、保護者間の連携ができてい

ると考えております。 

また、学校長が認定するに当たっては、

当然、教育委員会の助言を求めるというこ

とでございますので、私ども教育委員会と

しても、そこにしっかり関わっているとこ

ろでございます。 

また、端的に言いますと、当然、フリー

スクールの事業者さんも、私どもも出席扱

いになればいいということは思っておりま

せん。 

あくまでもそこに通う子供たちが、社会

に出て、生きていくための力を育むという

ことが何よりでございますので、その辺は

十分留意しながら、取り進めてまいりたい

と思っていますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 今、答弁をいた

だいたとおり、私たちは、子供たちがフリ

ースクールでいろいろな活動をして、それ

から、ほかの子供たちとのコミュニケーシ

ョンも少しずつ取り戻せる状況をつくって

あげて、できれば学校に復帰したいという

のが最終目的だろうと思うのですよね。 

そのようなことであれば、やはり学校と

の連携が１番大事であったり、そこに家庭

もあったりということで、ケース会議だと

か、そのようなところが十分必要になって

くるのかなと思っています。 

子供たちへの支援についても、これから

またつなげていくものをきちんと支援する

という意味では頑張っていかなければなら

ない、フリースクールの人たちにも頑張っ

ていただきたいなと思います。 

全国的に不登校が増加している学校もあ

れば、減少している学校もあります。 

そのようなところで、子供たちへの支援

の大きな期待でありますけれど、やはり学

校における不登校児を出さない取組という

のが１番重要だと思います。 

そのためには、未然防止、学校でのささ

いな出来事をできるだけ早く、早期に対応

することですとか、児童、保護者、教師を

孤立させないということが１番大事ではな

いかなと思います。 

どちらかといえば、児童は児童、保護者

は保護者、先生方も孤立してしまうという

ことが考えられます。 

学校全体で、チームワークを生かした支

援体制が必要になってくると思います。 

あわせて、先生方が相談できる体制づく

りというのも必要ではないかなと思います

ので、その点についてはいかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 議員おっしゃる

ように不登校は、取り巻く環境によって

は、どの児童生徒にも起こりうることだと

思っております。 

また、昨今言われている不登校そのもの

は決して問題行動ではないのだということ

を児童生徒、そして、保護者にもしっかり

知っていただく必要があるのかなと思って

おります。 

個々に不登校となった子供たちには様々

な事情もあります。 

そのようなことを個の状況に応じた、多

様な支援策が必要だと思っております。 

そして、学校でありますけれども、不登

校だとか、そのようなことについては、担

任教師が抱えるのではなく、学校としてそ
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の問題に向き合っていただきたいというこ

とは、会議等の場でも常々申しておりま

す。 

また、そのような学校に対しての窓口相

談体制として、私ども教育委員会に指導主

事も配置しておりますので、指導主事が頻

繁に学校に足を運んで、そのような状況に

ついても話をしている状況にございます。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） 中学校になる

と、やはり不登校児童生徒が増えていく状

況にありますので、学校全体で取り組んで

いくしかないかと思うのです。 

相談体制ももちろんそうですけれど、ど

ちらかというと、家庭においては、親は何

で学校に行かないのという感じで、子供を

責めてしまうというのが、日常的にあるの

だと思うのです。 

学校でも、どうしてという話を根掘り葉

掘り聞かれるというのも、子供たちにとっ

ては非常に負担を感じているということも

ありますので、そこら辺のこともしっかり

家庭と話をしながら、子供たちを責めな

い、親も責めない。 

それから、先生の対応の仕方が悪いとい

うことも結構話としては出てくるので、そ

のようなことではなくて、きちんとお互い

に話合いができる状況をつくるということ

も必要なことかなと思います。 

差がないように、漏れないように、それ

から、一人も見捨てない教育支援体制、学

習支援を通した生徒との関わりを中心に、

不登校生徒と学級生徒の気持ちをつなげ、

最終的には学校へ復帰することを目指して

取り組んでいただきたいということと、３

年間を見通した粘り強い、長期的なアプロ

ーチが必要ではないかなと思います。 

あわせて、外部機関との連携も模索しな

がら、研究していく必要もあるのではない

かと思いますが、その点についてはいかが

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 不登校の関係で

ございますが、議員おっしゃるように、外

部機関との話もありますけれども、例え

ば、ケース会議を開いて、地域の民生委員

あるいは保健福祉の担当部局、児童支援担

当部局、さらには、場合によっては児童相

談所等に助言をいただきながら、誰一人も

取り残さないという思いで進めているとこ

ろでございます。 

子供たちにとって切れ目のない支援とい

うことで考えております。 

これは幼稚園だとか、小学校、中学校、

高校と学校種にこだわらず、地域の子供は

地域で育てるという思いでやっております

ので、縦と横の連携にこれからもしっかり

取り組んでまいりたいと思います。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ７番坂田美栄子さ

ん。 

○７番（坂田美栄子君） いろいろな外部

関係との連携があったり、いろいろ取り組

んでいるのですけれど、なかなか不登校と

なる児童生徒が減っていかないのも事実な

のですよね。 

ですが、これはもう地道に、一人一人の

子供に、本当に温かい気持ちで接していく

しかないのかなと思います。 

子供は、いずれ社会に飛び立っていかな

ければいけないので、今の段階、中学生、

高校生までの間に、しっかりとした基盤づ

くりというか、どんなことがあってもくじ

けない、負けない、いろいろなことを言わ

れても立ち向かっていけるだけの精神力の

強い人に育てていかなければいけません。 

そのような意味では、学校復帰というと

ころは、たくさんの子供たちの中で育つ社

会性を身につけるということが１番大事だ

と思いますので、フリースクールを活用さ

せていただきながら、学校復帰を目指し

て、最終的には社会に飛び立てる子供たち
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に成長できるよう取り組んでいただきたい

と思います。 

以上で、質問を終わります。 

○議長（大原 昇君） これで、７番坂田

美栄子さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１３時１０分といたします。 

午前１１時５１分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

１１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君） 〔登壇〕 それ

では、私は２点について質問をいたしたい

と思います。 

１点目は、宿泊施設誘致と企業立地促進

条例の考え方についてであります。 

宿泊施設誘致個別条例としなかった理由

及び助成措置の拡充についてお尋ねいたし

ます。 

令和３年９月定例会において、宿泊施設

誘致条例の制定について質問をいたしまし

た。 

宿泊施設誘致を重点施策とする町長は、

私が提案する個別誘致条例の必要性につい

て理解をしていただき「個別誘致条例の考

えであり、フレームはできていないが、事

業者の提案内容によって支援内容を判断し

たい」と答弁されました。 

令和４年９月定例会に正式に美幌町企業

立地促進条例案が提案されております。 

９種類の施設のうちの一つである宿泊施

設が助成対象とされておりますが、個別誘

致条例が望ましいとされていたのが、どの

ような判断から今回提案の条例に変更され

たのかをお尋ねいたします。 

また、提案される企業立地促進条例案の

助成措置だけで事業者側の理解が得られた

のか、今後の拡充措置などの考え方をお尋

ねいたします。 

７月２６日の経済教育常任委員会で、帯

広市でホテルや高齢者向けマンション等の

事業を展開するアルムシステムが、旧美幌

グランドホテル跡地にビジネスホテルを建

設する旨の報告がなされ、関係団体や多く

の町民が歓迎と期待を寄せています。 

木造２階建てシングル３７室、ツイン８

室の計４５室で、夕食はホテルで提供せ

ず、町内飲食店とのセットプランで連携し

たいと報道されています。 

宿泊施設誘致は町にとって重要課題であ

り、今回の美幌町の積極的な誘致の取組を

評価しています。 

しかし、大きな規模での宴会機能、いわ

ゆるバンケットができない現状から、多く

の団体や町民より、一定規模で宴会機能の

ある施設が是が非でも必要との声が多く寄

せられています。 

町として今後、宴会機能を持った施設を

どのように取り組まれるのか、お尋ねいた

します。 

２点目、図書館整備基本構想について。 

複合的機能を持った図書館を目指すため

の課題についてお尋ねいたします。 

令和４年３月に美幌町図書館整備基本構

想が作成されました。 

三つの基本方針として、町民の触れ合い

を深める図書館、町民の力を生かす図書

館、町民の学びを創造する図書館を目指し

ており、整備方針の中には、図書館の複合

化について「新しい図書館がまちのコミュ

ニティーの場として機能するためには、図

書館が複合的になることは望ましいことで

あり、時代のニーズでもあります」と記さ

れています。 

このような背景から図書館整備検討委員

会では、道内の複合施設である室蘭市図書

館とむかわ図書館を９月に視察予定と伺っ

ています。 

以前、役場新庁舎建設に当たり、私は、

図書館との複合化の検討もすべきではない

かと提案しましたが「図書館は単独施設が
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望ましく、複合化に適さない」と答弁され

ました。 

私は今後、公共施設を整備する場合は、

可能な限り複合化を積極的に検討し、町民

の利便性を図るとともに、建設コストや維

持管理費の削減をすべきと考えておりま

す。 

複合化についての是非の結論は、今後の

検討結果によるとは思います。 

例えば、先ほど質問しました宿泊施設に

不足する宴会機能施設を取り込んだ複合化

などの可能性も大胆に検討してはいかがと

思いますが、現状での課題についてお尋ね

いたします。 

また、美幌町では主要な公共施設の整備

が進み、今後の図書館整備の機会を逃す

と、複合化の可能性は限りなく期待できな

くなると考えますが、いかがでしょうか。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 上杉議

員の御質問に答弁いたします。 

図書館整備基本構想については、後ほど

教育長から答弁いたします。 

宿泊施設誘致と企業立地促進条例の考え

方についてですが、宿泊施設の誘致につき

ましては、様々な方とお会いする中で、ビ

ジネスホテルよりも少し大きめの部屋を数

室備えた宿泊施設を希望してきたところで

あり、町内で新たに宿泊施設を開業しよう

とする事業者が現れた場合、その事業内容

を見た上で、最良の支援策を検討する予定

でありましたが、今回、進出していただけ

る企業においては、本町からの情報提供に

より、自ら進出を判断していただいたとこ

ろであります。 

現在、宿泊施設の新設、増築に対する優

遇措置については、美幌町過疎地域におけ

る固定資産税の課税免除に関する条例に基

づく課税免除のみでありますが、本定例会

に提案します美幌町企業立地促進条例案が

制定されることによって、雇用増を基準と

する助成まで優遇措置が拡充されることと

なります。 

また、本町に必要な機能を有する宿泊施

設を整備しようとする事業者が現れた場合

は、別途支援策を検討してまいりたいと考

えております。 

次に、宴会機能を持った施設への取組に

ついてですが、既存施設の利用をお願いし

たいと考えており、宿泊施設誘致の中で

は、バンケットホール整備に対する優遇措

置は考えておりませんので、御理解をお願

いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 〔登壇〕 上杉

議員の御質問にお答えいたします。 

図書館整備については、昨年度より図書

館整備検討委員会を設置し、基本構想を策

定する中、整備方針については立地条件や

施設規模のほか、公共施設を含む複合化の

検討を進めているところであります。 

御質問の現状の課題についてであります

が、図書館は知と情報の集積場所であり、

学習施設や社会教育施設として、子供から

お年寄りまで幅広く集う学びの空間となっ

ております。 

このため、複合化の施設については、学

びを主体とする施設が望ましいと考えてい

るところでありますが、現状では、改修周

期や建替周期が図書館の整備時期と重なる

公共施設が見当たらないことが課題として

挙げられます。 

また、町では、平成２９年３月に策定の

美幌町公共施設等総合管理計画に基づき、

令和２８年度までに、公共建築物の縮減目

標を３０％減じることとしておりますが、

この目標達成には、将来を見据えた公共施

設の在り方を長期的な視点に立って検討し

なければならず、図書館整備を含めた今後

の公共施設の集約化も課題であると認識し

ているところであります。 
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このような背景の中、今後、町では公営

住宅の整備を計画しておりますが、これ以

外の建設や改修などの整備計画は今のとこ

ろ持ち合わせておらず、現時点において図

書館と合築させる公共施設はない状況にあ

ります。 

一方、飲食スペースやコミュニティース

ペースなど、町民の皆さんの居場所として

の機能の複合化は必要であると考えてお

り、整備検討委員の皆さんからも同様の御

意見をいただいているところであります。 

このため、御質問の主要な公共施設の整

備が進み、今後の図書館整備の機会を逃す

と、複合化の可能性は限りなく期待できな

くなることについては、仮に合築する公共

施設がない場合には、単独での整備もやむ

を得ないと考えておりますが、機能の複合

化については引き続き検討してまいります

ので、御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

以上、お答えいたしました。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） それでは、１点

目の宿泊施設の関連の部分で質問をしたい

と思います。 

今回、美幌町にホテル建設で進出される

企業につきましては、本定例会に提案され

ています美幌町企業立地促進条例案に基づ

く固定資産税の課税免除及び雇用増による

助成措置の優遇措置が議決されれば拡充さ

れるわけですが、その内容を承知され、進

出を判断されたとして理解してよろしいで

しょうか。 

それと、個別条例ではなく、今回提案の

条例案に町長が方針を変えられた理由につ

いて、具体的にお尋ねしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） まず初めに、今

回、アルムシステムがグランドホテル跡地

に宿泊施設の建設を進めるということにつ

いては、アルムシステムに感謝を申し上げ

たいと思っております。 

今、２点の御質問がありました。 

１点目の今回の企業立地促進条例の優遇

措置を相手側が理解して決めたのかという

御質問でありますけれど、内容について説

明はしておりません。 

あくまでも独自の調査により、アルムシ

ステムできちんと経営が成り立つというこ

とでの判断という説明を受けております。 

それから、もう１点、以前に御質問のあ

りました特別の条例を設けてということで

ございますけれども、今回定めるというの

はホテルというか、宿泊施設だけではな

く、今の条例では他の町村と比べた場合に

支援措置が劣る部分があって、場合によっ

ては、美幌ではなくて近隣の町に希望する

企業が行くということもあります。 

まず、他の町と比べて遜色ない、最低で

も同じ以上の支援ができるようなものを整

備すると。 

その中で、宿泊施設についてもしっかり

位置づけるということであります。 

ですから、答弁書にも書いてあります

が、もし、町として、従来私がお話をした

内容で相手方と話す中で、何か支援をとい

った場合については、皆さんと御相談の上

で、後で調べたのですけれども、条例でな

くても補助金の要綱を定めれば支出できる

と担当から説明があり、あえてそのような

形をとらなかったということでありますの

で、御理解をよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 質問に対する答

弁は分かりました。 

アルムシステムは、この９月定例会に条

例が提案される前に、企業独自の判断で進

出を決定したということです。 

以前、私が質問したときにはホテル誘致

に特化して、今、町長が答弁されたこの企

業立地促進条例の税あるいは雇用増、その
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ようなことを含めた複合的なものといろい

ろな施策を入れた誘致条例をということで

した。 

それらについては今後、町の判断で町が

期待するような部分での進出が新たにあれ

ば、要綱等でしっかり支援していきたいと

いうことですから、もし今後、私の考え方

に沿ってそのようなものが出てきたら対応

するということで、理解をいたしました。 

新聞の切り抜きでしか分かりませんけれ

ども、今回の企業は、主にビジネス客を目

的としたホテルではないのかと。 

既に進出しているところを見ると、比較

的低料金で泊まれるホテルということで

す。 

そこで、答弁にありました町に必要な機

能を有する宿泊施設を整備しようとする事

業者が現れた場合ということで、町長は必

要な機能について具体的にどのようなこと

を期待されているのか、その辺について詳

しくお伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、進出いただ

ける企業につきましては、上杉議員がおっ

しゃるとおり、主にビジネスホテルという

か、ふだんその町を訪れる技術者とか、そ

れから工場関係者とか、そのような方をタ

ーゲットにしているとお聞きしておりま

す。 

私は、以前から美幌の立地でいけば、ど

ちらかというと観光、長期滞在まではいき

ませんが、何日か泊まるための環境とし

て、ある程度の部屋の大きさは必要ではな

いかという考えを持っております。 

そのような意味から、ビジネスホテルよ

りも少し大きめな、ゆったりできるような

建物、それからお風呂というか、バス・ト

イレになっているユニット等もゆとりのあ

る設備を設置してほしいとずっと思ってお

りましたので、知り合えるというか、お会

いした方にはそのようなお願いをしていま

した。 

今回、相手方とそのような話をさせてい

ただいたのですが、まずは、アルムシステ

ムの考え方、やり方でつくらせてほしいと

いうお話をいただいたことから、あえてそ

れ以上こちらからこのような希望があると

いうことは差し控えました。 

まずは、美幌に宿泊施設を建設していた

だくのが１番よいことではないかと判断し

ているところであります。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私もインターネ

ットで音更、帯広、芽室だとかを見ると、

町長がおっしゃるように、どちらかという

といわゆるその観光客とかということよ

り、ビジネスホテルの形態で経営されてる

ということです。 

観光という面でいえば、美幌も一時期か

ら見ると峠観光のお客さんが減ってきてい

ます。 

そうは言いながらも、美幌峠というあれ

だけの貴重な財産がある、町の活性化の期

待に十分沿うような資源を持っていますか

ら、今後、そのような面で町長がおっしゃ

るような少し広めの部屋、適当な広さのあ

るユニットバスだとかでゆったりできる、

そのような町の期待どおりの企業が進出し

てくれれば、それは私も賛成いたします。 

ただ、先ほど言ったようなビジネス中心

であっても、当面はこのアルムシステムが

美幌町に不足するそのような宿泊施設とい

う形で、新聞によりますと３か所の候補地

の中から最終的に美幌町を選んでくれたと

いうことです。 

それは、議員としても大変感謝をしてお

りますし、美幌町を訪れるビジネス客にと

っても、そのような新しいホテルができる

ということは、美幌町の活性化に寄与でき

るものとして期待しております。 

次に、宴会機能を持った施設の取組です

が、この中で既存施設の利用をお願いした

いという答弁でございました。 
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具体的に既存施設というのは、町内の飲

食店舗の利用という考え方なのでしょう

か。 

宿泊施設誘致の中では、いわゆるバンケ

ットホール整備、宴会機能に対する優遇措

置を考えていないとの答弁でしたが、町民

が望む宴会機能というのは、町長が答弁さ

れた既存施設の利用で十分満足できるもの

なのか、その辺の考え方についてお尋ねし

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） バンケット機能を

有したホテルという部分でいきますと、な

かなか難しいのかなと思っています。 

施設はつくったとしても、利用を含めた

ときに、それだけの投資がなかなか難しい

というのが、それぞれ今までいろいろお話

した会社もそうですし、今回の会社もその

ような考え方ではないのかなと思っていま

す。 

ですから、あえてバンケット機能に対し

てお金も出しますからというよりも、仮に

つくったとして、それをどのように維持す

るかというほうが、負担になるのかなと思

っています。 

そのようなこともあったので、今回、答

弁させていただいたのは既存のもの。 

では、既存とは何ということの御質問で

ありますけれども、それについては、例え

ば、町民会館の中ホール、それから 農協

会館の利用とか、あとは町内の飲食店にお

いても、かなり大規模に人を集めることが

できるような飲食店もございますので、そ

のようなところを何とか使っていただきた

いという思いで、答弁をさせていただきま

した。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 確かに旧グラン

ドホテルというのは、まさに答弁のような

バンケット機能をメインにしながら宿泊し

ていたホテルですので、これと同一規模み

たいなものを美幌に。 

例えば、私が民間のホテル経営者であっ

たとしても、美幌の立地を考えたときに、

そのようなバンケット機能で収益性を図る

ということは極めて厳しいと。 

町長の考え方は十分に分かります。 

ただ、宴会機能が現在あるというのは中

ホール、ＪＡ会館、町内飲食店と挙げられ

ていますけれども、町民会館で各種イベン

トだとか、会合などをする関係者は、中ホ

ールの横にある配膳室で調理されたおいし

い料理を提供していただいて、中ホールで

会合ができるということを望んでいる方が

多いと私は思います。 

そのような意味では、町民の皆さんに喜

んでいただける会館であるためにも、ぜ

ひ、町民の要望に応えられるよう、宴会機

能をもっと有効に生かせるようなものにす

るための具体的な対応策を検討すべきでな

いのかなということで、私なりの提案をし

てみたいと思います。 

今、あそこで会合等をした場合には、町

内の飲食店が仕出しの料理を運んできて、

配膳室を利用してお酒や汁物を温める。 

あと、主にアルコール類を中心とした飲

み物を冷蔵庫で冷やして使用する。 

それが、実際の配膳室の利用状況だと伺

っています。 

私は、現状の配膳機能だけではなくて、

設備の改修や一部補充が必要だと思います

が、できれば配膳室で調理をして提供する

と。 

そのことによって、町民会館の利用頻度

も増えてまいりますし、建て替えをして町

民に利用していただくという観点からいえ

ば、この機能を高めるということが目的に

かなうことではないのかと考えておりま

す。 

具体的に、配膳室で料理を提供するため

に、どのような手続が必要なのかというこ

とを北見保健所に照会いたしましたとこ

ろ、民間業者による飲食店営業許可と食品
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衛生責任者の配置があれば可能ですよとい

う見解をいただきました。 

実際に使う場合、多分１業者だけにとど

まらないと思います。 

町内の飲食店で複数の業者が営業したい

という場合、そのことが可能ですかと、も

う一度保健所に確認したのですが、先ほど

言った営業許可と責任者の配置があれば、

複数でも特に問題もありませんという回答

でした。 

そのような面で、配膳室を有効活用しな

がら宴会機能を実現する。 

そのためには、今、私が提案したこと以

外にもいろいろな課題はあるのだろうと思

います。 

もう一つは、あそこ自体は基本的に災害

時の避難所機能を持つ施設でありますの

で、災害時に避難した町民のために配膳室

を利用して食事。食事といっても料理をつ

くるというよりは、例えば、御飯を炊いて

おにぎりを提供するとか、そのようなこと

での災害対応にも有効ではないのかと私は

思います。 

そのような観点から、先ほど町長も中ホ

ールの宴会機能としての活用ということで

のお答えでしたので、町民要望に応えるた

め、具体的に中ホールあるいは配膳室の機

能充実について検討すべきではないかと考

えますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、具体的な提案

をしていただきました。 

中ホールにある調理を出すところは配膳

室という位置づけで、今、おっしゃってい

ただいた形で調理ができる機能を高めては

どうかという話だと思います。 

今、お話いただいたとおり、町が管理し

て調理ができる環境をつくる、それから、

業者が責任を持って調理をするという二つ

の方法で、できれば調理をして出したいと

考えております。 

今回、上杉議員からそのようなお話をし

ていただいて、もう一度このような御質問

をするということだったので、保健所に確

認したところ、民間がやる場合について

は、複数のところに許可を出せますよとお

っしゃっていただきました。 

そこは、当初と違ったということはお話

をしたいと思っております。 

当時、担当していたこともあって、経過

をお話しさせていただきますと、あそこで

調理をして出す業者をかなり聞きました。 

そのような試みをしていただけないでし

ょうかという話をしたときには、なかなか

そこまではできないと。 

ふだん仕出しを中心にやっているところ

が２社ほどあり、せめて仕出し方式でもい

いのでやっていただきたいというお話をし

たときには、それであれば協力するという

状況で、結果的にああいう形をとらせてい

ただきました。 

今回、御質問というよりも提案の部分で

ありますけれども、まずは、そのような業

者がいらっしゃるのかということの調査、

それと、保健所で聞いた部分でいきます

と、改修もしなければいけないところもか

なりあり、今の施設の中で大きな問題を抱

えております。 

保健所としては、今の配膳室はガスも全

部あるので、あえて何もいじる必要はない

のではないですかと。 

問題なのは、トイレと更衣室。 

これは、必ずしも専用でなくてもいいの

ですけれども、共用で使う場合に皆さんが

何かの菌を持ってきたりだとかしないよ

う、感染対策がしっかりできるのであれば

と。 

そのようなことをきちんとやれる構造・

設備にならないと基本的に駄目なので、実

際には、そのような申請をしたときの判断

にはなるのですがということです。 

できれば、今言ったトイレ、それから更

衣室等をきちんと別につくれることが望ま

しいのですよというお話をいただきまし
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た。 

ですから、構造的にそのような部分がで

きるかという投資の金額と、実際にあそこ

でやってもいいという方がいらっしゃるこ

とを調査した中で、トータル的な判断をさ

せていただきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私が提案したこ

と以外にも課題があるということで、今、

町長が確認していただいたトイレと更衣室

をできれば単独でというのは、あそこでは

なかなか難しいですから、共用で感染対策

を行うためにはどのような工夫をすればい

いのかということを検討していただきたい

です。 

町長がおっしゃるように、配膳室とは言

っても、厨房にほぼ近いような設備・機能

を持っています。 

もちろん実際に、民間の方が入ってきた

ときに、ここをこのように直してほしいと

か、例えば、このようなものがもう少しあ

ればいいとか、そのようなニーズが出てく

るのだと思います。しかし、ぜひ、テーブ

ル・椅子で会合をしながら懇親を深めた

り、食事をしたいという町民ニーズがあり

ますので、そのような面では、実際に民間

の飲食業者が入ってくるかどうか。 

当初、建設する時点での経過については

今、町長から伺いましたけれども、再度、

町が基本的に宴会機能を充実するという考

え方に立つのであれば、どの程度の改修コ

ストがかかるのか。 

私はもちろん分かりませんけれども、町

民会館で宴会や食事ができるということを

強く望んでいる個人や団体の方が多数いら

っしゃいますので、飲食業関係者と十分相

談しながら、希望者がいる場合には今言う

課題について前向きに御検討いただくかど

うか、その辺だけお答えいただきたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、上杉議員から

厨房機能もあるということを言っていただ

きましたけれども、災害時等の炊き出しも

想定して、それから小規模な調理実習がで

きるよう整備をしております。 

ですから、災害については、あそこで炊

き出しをしても全然問題ないということを

保健所にも確認していますので、そちらは

問題ないかと思っております。 

そして、今、あそこで調理を含めてやる

会社があるということであれば、あとは、

どれだけの改修が必要か。 

これは、やはり利用頻度と町がお金をか

ける効率とは言いませんけれども、その辺

が余りにも差がある場合に、今、お願いを

している仕出し方式でもやり方によっては

満足できるというか、やはり温かい料理を

一品ずつ出すのは難しいのですけれど、仕

出しで皆さんが会食するのもありかなと思

っている部分もあります。 

その辺はきちんと調査した中で相談もし

たいですし、また、皆さんにも相談をさせ

ていただきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私がどこかの業

者にたくさん話して呼びかけているわけで

もありませんから、もちろん希望者がいる

かどうか、何社いるのかということは分か

りません。 

出来上がってから町民会館の担当職員に

聞くと、コロナのせいもあったと思います

けれども、宴会的なものの利用というのは

残念ながら少ないという現状があります

が、町民の中にはそのような希望も少なか

らずありますと。 

ぜひ、今おっしゃったような希望者が出

てきた場合には、費用対効果を前向きに検

討していただく中で、期待に沿っていただ

ければ、町民の皆さんは歓迎してくれるの

ではないかなと思います。 

それでは、次の質問に移ります。 
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図書館整備の基本構想では、複合化の整

備方針が打ち出されています。 

この方針というのは、検討委員の中から

必要性があって出されたものなのか、それ

とも、行政側、教育長として、もともとこ

のような複合化ということも検討課題とし

てあって方針の中に書かれたのか、両方だ

ったのか分かりませんので、その辺をお答

えいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 公共施設等総合

管理計画を勘案した中、議論の過程で事務

局サイドから複合化についても検討いただ

きたいと投げかけた結果、このような形と

なったものであります。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 答弁の中で、い

わゆる学びを中心としたことを考えたとき

に、現在のところ建替周期だとか、図書館

整備の時期等で重なる公共施設が見当たら

ないということが課題と答えられておりま

す。 

一方では、公共施設の管理計画に基づい

て建築物３０％削減という目標にしている

中で、図書館整備を含めた公共施設の集約

化も課題と答弁されております。 

私は、図書館検討委員の皆さんの観点と

必ずしも一致するのではなくて、学びとつ

ながるところとの複合化ということで、限

定的な複合化ということでなくて、もう少

し多面的に考えているものですから、この

答弁を率直に受け入れると、現状では複合

化は極めて難しいという立場なのかどう

か、その辺をお答えいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 教育委員会とし

て、施設としての複合化は難しいと考えて

おります。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 私が言うまでも

なく、図書館の複合化の目的として、一つ

目は、複合化によって建設費や維持管理費

の節減ができること。 

当然、少人数での管理の運用だとか、共

用施設部分の建築面積の削減との効率化が

図られると思います。 

二つ目、図書館をどこに建てるかまだ決

まっておりませんが、図書館用地の確保と

いうことを考えると、図書館だけで利用す

るのではなくて、用地を多目的に、複合的

に利用できるというメリットがあるのだろ

うと。 

三つ目、教育長の立場と私が先ほど言っ

た学びばかりではなくて、まちづくりで地

域の活性化を目的とするならば、図書館が

複合化の中心という役割を期待できるのだ

ろうと私は思います。 

複合化によって、図書館以外の必要な機

能が１か所に集中することで、町なかに人

の流れをつくったり、また、同じ施設の中

に入っている施設で共同して、いろいろな

企画で催物を実施したりすることによっ

て、当然、図書館の利用者が増えてきて、

読者へのアプローチも期待できるかと思い

ます。 

こうした観点から、もちろん複合化をす

ることが目的ではなくて、町民が町なかで

公共的機能の集約されたところに出て行っ

て、そのことによって町民の皆さんの利便

性が図れると。 

そのような意味で、せっかくの機会です

から、多少時間をかけても図書館をどのよ

うなものとの複合化ができるのかという可

能性、その必要性を見極めることが大事で

はないのかと。 

基本構想の中では、今後の整備の年次と

いうことはまだ示されていませんから、私

も分かりませんけれども、教育長としては

一定のタイムスケジュール的なものが頭の

中にあるかと思います。 

それが、例えば、１年延びたとしても、
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今、私が申し上げたようなことで、果たし

て本当に複合化ができないものなのかどう

か、時間をかけてそのような検討をしてほ

しいなと私は思いますが、その辺の考え方

をお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 複合化の関係で

ございますが、１回目と先ほど私からお話

をさせていただきましたが、これは町が事

業主体となって、町が建てる建築物との複

合化というのは、今の計画を見ると難しい

ということでございます。 

また、そのような中で、私どもとしては

機能の複合化、こちらについてはこれから

も検討を進めていくとともに、ぜひ取り入

れていきたいなと思っております。 

さらに、建設時期、建設場所のこと、こ

ちらの基本構想にもありますけれども、今

後も引き続き課題等については、委員会の

中でも検討していきたいと思っております

ので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） この質問をする

に当たり、全国、特に都市部を中心に図書

館と複数の複合機能を有する施設というの

は、インターネットで調べるとたくさんあ

りました。 

例えば、調べたもので紹介すると、岩手

県紫波町というところに、図書館と教育長

の考え方にやや近い情報交流館、機能とは

別にマルシェ、子育て応援施設、それに商

業テナントが複合したオガールプラザとい

うかなり多機能の複合化した公共施設があ

ります。 

それから、この整備検討委員会の中でも

視察予定地に挙げておりました、道内では

室蘭市の図書館。 

ここは環境科学館と一緒に複合化、ここ

も教育長がおっしゃるような学びという意

味では、教育長が考えられているような複

合施設なのだろうと思いますね。 

あと、最近になって、隣町の津別町が、

図書館と地元スーパーを今の大通りのとこ

ろに建て替えして、整備するといったこと

が決定したと新聞で報道されていました。 

ですから、図書館の本来の目的からいう

と、学びということにより近い機能と複合

化するということが望ましいのだろうと私

も思います。 

今後、必ずしもそのようなことだけでは

なくて、まだ町の計画で具体的な年次には

なっておりませんけれども、例えば、保育

所２か所がかなり老朽化して子供の減少に

よって統合するとか、図書館より先になれ

ば、そのようなこともあると思います。 

先ほど言った複合化によるメリットとい

うことを総合的に考えたときに、町が他の

公共施設と複合化することについて、私は

もう一度時間をかけて、果たして本当にな

いのかということの検討をしてほしいな

と。 

あるいは、いろいろ検討した結果、複合

化できないという場合、先ほどの答弁で図

書館単独ということもあり得ると。 

ちょっと思ったのは、隣の北見市が市役

所問題で非常に混乱しているときに、多分

経済の伝書鳩か何かだと思いますが、元の

市役所の前に大きな公園があって、道路を

挟んでもう１か所、小公園というのがあっ

たのですね。 

あそこの道路の上に、市役所を凱旋門の

ように建てて、そしたら、現在建っている

日赤のところが使えるでしょうという大胆

な発想をした提案記事が載ったときの記憶

がよみがえってきました。 

町民の皆さんが１か所に行って、いろい

ろな機能、用事を足せるという意味で言え

ば、できるかどうかは別にして、私の勝手

な思いですが、例えば、しゃきっとプラザ

の駐車場は駐車場で使って、その上に図書

館を建てるといったことが可能であれば、

庁舎建設中に使っていた憩いの家の職員駐

車場の部分を、道の許可を取って用地買収
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すると。 

単独の場合であっても、コンパクトシテ

ィーということで考えていくと、公共施設

をこの周辺に集中するようなことが設計的

にできないのかだとか、そのようなところ

まで大胆に発想して、図書館ということを

町民の皆さんにしっかり議論していただく

べきではないのかなという強い思いがあり

ます。 

ぜひ、複合化の対象になるものがあると

すれば、先ほど申し上げたようなことでも

う一度見直して、前倒しをしてできないの

かどうかといった観点あるいは単独の場合

でも集合させる。 

以前は、町のいろいろな公共施設が分散

していることで、町民の利便性は非常によ

くないという町民の皆さんの声も聞いてお

りました。 

せっかく建てるのですから、そのような

ことが本当にできないのかどうかも含め

て。 

私自身はこの図書館整備に非常に強い関

心を持っておりますので、教育長だけでな

く、町長も含めて、私の提案についてそれ

ぞれの考え方があれば、お聞かせいただき

たいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほど、教育長か

ら複合化は難しいとはっきりお話しさせて

いただきましたけれど、町の他の施設との

複合化は難しいというのは、建てるだろう

という部分での施設という意味で御理解を

いただきたいと思います。 

教育長の立場では、複合化については十

分に検討委員会の皆さんにも伝えています

し、複合にしても、単独にしても、やはり

今までの発想にないこと、提案いただいた

ようなことも含めて、しっかり考えなけれ

ばいけないのかなと思っています。 

ですから、公共施設をなるべく同じよう

なところに集合させる方法もありますし、

それから、今は公共用地の中でそれを購入

してもいいという選択もあれば、いろいろ

なことも考えられます。 

時期をいろいろ考えてもいいのではない

かということを言えば、これからも一つの

期間の中で、それぞれの施設の改修や統廃

合も含めて、そのような空いている土地と

いうか、これから集約していかなければい

けないようなことでの土地も考えるとか、

先ほど多面的なことで、オール役場といっ

たらおかしいですけれど、今、部長以上で

いろいろ協議をしています。 

そのような中で、町民にとって、それか

ら、これから５０年、１００年を見たとき

の町の公共施設の在り方も含めて、皆さん

に早い時期にいろいろ御相談できればと思

っていますので、御理解いただきたいと思

っております。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 今の用地の考え

方等については、町長から御答弁いただい

たとおりでございます。 

私としましては、今年つくりました基本

構想でも、誰もがいつでも集える魅力的な

図書館をコンセプトとしております。 

現在の図書館は築４４年でございます。 

今度、図書館を整備すると、やはり４０

年、５０年と使っていくわけでございます

ので、本当に使いやすい施設、どのように

したらいいのかということを今後もなお一

層検討していければと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 町長からも多面

的に、私がいろいろ提案したことも含め

て、私もすごい奇抜なとんでもない発想を

出しましたから、そのような考え方もある

のだということを押さえていただきたいと

思います。 

私は、図書館整備というのは多くの町民

も望んでいることで、非常に期待もしてい

ますが、まだ残念ながらこの基本構想の中
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には、年次までは示されていないのです

よ。 

教育長の立場で、今の時点でおおよそい

つぐらいの完成年度、そのとおりになるか

どうかは別にして、ここぐらいを目標にし

たいというものがお答えできるのでした

ら、お願いしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 建設の関係でご

ざいますが、令和元年度の定例会で、町長

から「町長の任期中に着手する」と答弁い

ただいたところでございます。 

着手するという意味合いは、基本構想、

基本計画を行うということで、今現在進め

ているところでございます。 

その後につきましては、まだお話できる

段階ではないのかなと思っておりますが、

また、あらあら固まった段階で議会の皆さ

んに対して、速やかに御相談させていただ

きたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） そう言えばそう

でしたね、任期中にと。 

そうすると、この計画で見れば一応基本

計画までは今年度。 

コロナの関係で視察には行かれてないよ

うなお話もちらっと聞きましたけれども、

まとめられて、基本計画を発注するのは、

平野町長の任期中に発注されるのか、選挙

後になるのか、その辺、問題がなければ、

町長に答弁いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 基本計画の関係

でございますが、今現在、整備検討委員会

の皆さんと教育委員会とで、直営で基本計

画はやっているという状況でございます。 

○１１番（上杉晃央君） 以上で終わりま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、１１番上

杉晃央さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１４時１５分といたします。 

午後２時 ５分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後２時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

３番大江道男さん。 

○３番（大江道男君） 〔登壇〕 私は、

既に通告しております２点について、順次

質問をいたします。 

１点目、無加温ハウス野菜栽培への取組

について、お聞きいたします。 

従来、大変寒いこの北海道では、冬季野

菜栽培はハウスの施設費、暖房費など、他

の都府県と比較して過重負担を伴うことか

ら、なかなか普及しておりません。 

輸送費をかけて、本州産の野菜を冬の間

は利用しなければならないと、そのような

状況にございます。 

加えて、今日の脱化石燃料の課題を考え

た場合に、農業を基幹産業とする美幌町に

おいて、冬季無加温のハウス野菜栽培を積

極的に検討すべき課題と存じますが、次の

２項目についてお伺いいたします。 

一つ目は、美幌町の冬季ハウス野菜栽培

状況についてであります。 

冬姫の栽培状況を含めて、美幌町の冬季

ハウス野菜等の栽培状況と課題について、

お伺いいたします。 

二つ目は、冬季無加温野菜栽培の課題と

支援策についてであります。 

冬季無加温野菜栽培の普及のために、栽

培技術の取得・研修、ハウス構造の強化、

市場開拓・確保などの課題をクリアしなけ

ればなりません。 

美幌町が力を入れている新規就農者の受

入れ確保・拡大にとっても、重要な課題で

あると考えます。 

みらい農業センターを持つ美幌町が、道
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内の先頭に立って課題を克服し、普及に当

たるべきだと考えますが、いかがでしょう

か。 

大きな２点目は、国民健康保険税均等割

のいわゆる子供均等割減免制度についてで

あります。 

一つ目は、国民健康保険税の子供への課

税についてであります。 

国民健康保険制度は、職場の健康保険

（健康保険組合や共済保険組合等）に加入

している人や生活保護受給者、後期高齢者

医療制度の対象者を除く、農業や個人経営

者、失業者、退職者、パートやアルバイト

従事者など全ての人が対象となります。 

従来から加入者の大部分が低所得者であ

る上に、保険税負担が重いと指摘をされて

まいりました。 

今日のコロナ禍で保険税の負担軽減を求

める声は、これまで以上に広がっていま

す。 

とりわけ、赤ん坊や小中学生、高校生な

ど全く収入のない子供にも大人と同等の課

税である均等割は、古来の人頭割と同様で

あり廃止すべきと、このような声が多く、

近年の少子化を背景に全国的に子供均等割

減免制度が広がっています。 

美幌町も近年の急速な少子化の進行に対

する町長の子育て支援アピールとして、国

民健康保険基金を活用した１８歳未満の子

供均等割減免制度を制定すべきと考えます

が、いかがですか。 

二つ目は、子供均等割減免制度制定につ

いてでありますが、令和４年度から、国に

より未就学児に関わる均等割額の５割が減

額されておりますが、美幌町が１８歳未満

児の均等割を全額免除した場合の町の税負

担額は幾らになるのか、お伺いいたしま

す。 

以上です。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 大江議

員の御質問に答弁いたします。 

無加温ハウス野菜栽培への取組につい

て。 

初めに、美幌町の冬季ハウス野菜栽培状

況についてでありますが、美幌町は国産ア

スパラガスがほぼ皆無となる冬期間生産方

式のアスパラガス伏せ込み栽培に平成２４

年度から取り組んでおり、良好な食味と極

めて高い希少価値から、市場や消費者から

高い評価を得ております。 

また、平成２６年度からは「冬姫」の商

標でＪＡびほろから販売され、大手百貨店

で取扱いされているほか、ふるさと納税返

礼品としても高い人気を得ており、町を代

表する特産品に成長しているものと認識し

ております。 

令和４年度における栽培戸数は８戸で、

栽培株数は過去最多の２万１,５００株とな

っており、過去最多の生産量となった平成

２９年度を上回る生産量を当年は見込んで

おります。 

なお、道内におけるアスパラガス伏せ込

み栽培は、現在、檜山管内の厚沢部町と美

幌町の２町が主要産地として位置づけられ

ておりますが、生産者戸数では、現在、美

幌町が道内最多となっており、安定した出

荷量、出荷期間が可能な産地としてさらな

るブランド化を図ってまいりたいと考えて

おります。 

一方、アスパラガス伏せ込み栽培は使用

する根株の生育状況によって収量品質に大

きく影響することから、根株の安定生産技

術の開発を継続課題として取り組んでまい

ります。 

なお、美幌町におけるアスパラガス伏せ

込み栽培以外の冬季栽培作物についてＪＡ

びほろに確認したところ、現在の取扱い作

物はないと伺っておりますので、御理解を

お願いいたします。 

二つ目の冬季無加温野菜栽培の課題と支

援策についてでありますが、ビニールハウ

スを利用した冬期間における無加温野菜栽

培法の研究は、道立上川農業試験場などの
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研究機関で平成２５年度より開始され、ハ

ウスの骨組みを二重構造化し、屋根のビニ

ールを空気膜タイプにして、さらには、作

物の上にアーチ状のパイプを設置し、トン

ネル状にフィルムを被覆する厳重な保温対

策で、暖房を使わずに野菜を栽培する方法

となっております。 

農業試験場では、これまでに最多で８種

類の葉物野菜の試験栽培に取り組んだ経過

があり、中でも、コマツナやチンゲンサイ

については、収量、品質とも良好な試験成

績が得られております。 

しかしながら、道内のいくつかの地域で

導入されている冬期間無加温野菜栽培の多

くは、特産品のトマトなどを９月頃までに

収穫した後に、新たに葉物野菜を播種して

１月から２月に収穫する作型であり、美幌

町の営農体系に当てはめた場合、９月から

１０月は地域基幹作物の収穫作業や秋まき

小麦の播種作業と重複することから、冬期

間栽培の葉物野菜導入は現実的ではないも

のと考えております。 

また、葉物野菜を新たに地域基幹作物と

して推進するには、市場性や有益性、栽培

方法の確立などをＪＡや普及センターとと

もに検討し、生産者の方々の意見を伺う必

要があると考えておりますが、現段階では

新規就農者も含めた生産者からの栽培意向

は確認されておりません。 

一方で、美幌町は初めに御答弁いたしま

したとおり、冬期間の農業所得確保と希少

価値の高い特産品の定着化を図るため、ア

スパラガス伏せ込み栽培に取り組んでお

り、美幌町独自の早期出荷体系による繁忙

期を回避した栽培方式を導入していること

から、基幹作物のビートやタマネギの翌年

春の播種、育苗作業と重複することがない

作業の効率化も図られております。 

これらのことから、現在の美幌町におけ

る冬期間野菜栽培の取組は、アスパラガス

に特化した栽培技術の開発やＪＡと連携し

た支援策の検討が効果的だと考えておりま

すが、今後も地域の営農体系を十分に考慮

した中で、生産者や関係機関の御意見を伺

いながら、有望な新規作物の調査研究を継

続してまいりたいと考えておりますので、

御理解をお願いいたします。 

次に、国民健康保険税均等割の子供均等

割減免制度についてですが、国民健康保険

制度につきましては、平成３０年度に財政

の責任主体を都道府県に移行し、北海道と

道内市町村が一体となって、国保財政の安

定運営を図ることとされております。 

１点目の国民健康保険基金を活用した１

８歳未満の子供均等割減免制度を制定すべ

きとの御質問ですが、北海道では国民健康

保険運営方針において、令和１２年度に被

保険者の負担の公平性から、道内どの地域

にお住まいでも、所得水準、世帯構成が同

じであれば保険税も同じとなる全道統一保

険料率の導入を目指しております。 

そのため、本町が独自に減免制度を設け

ることは難しい状況と考えております。 

また、本町では、今年度から運営方針に

基づいて、課税方式を三方式に見直して資

産割を廃止しましたが、その減収分を所得

割の税率を引上げて確保するのではなく、

国保基金を活用して対応しております。 

国保基金は、北海道に納める納付金の不

足額に対する調整財源、今後の統一保険料

率の導入に向けて生じる負担や激変緩和措

置に対する財源として活用したいと考えて

おり、国保基金を活用した制度の拡大は慎

重にすべきと考えておりますので、御理解

をお願いいたします。 

しかしながら、子育て支援の観点から子

育て世帯の負担軽減を図っていくことは、

本町としましても非常に重要なことである

と認識しております。 

今年度から実施されます子供に係る均等

割額の減額は、かねてから全国知事会など

関係団体が行ってきた要望や提言が制度化

に結びついたものです。 

この制度には、地方創生の観点や地方か
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らの提案を踏まえ、現行制度の趣旨や国保

財政に与える影響等を考慮しながら議論す

るとの改正時の附帯決議もありますので、

本町におきましても制度の拡充に向けて引

き続き要望してまいりますので、御理解を

いただきますようお願い申し上げます。 

二つ目の１８歳未満児の均等割を全額免

除した場合の税負担額ですが、今年度課税

で試算した結果、概算で９１０万円との見

込みでございます。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 再質問をいたした

いと思います。 

一つは、冬季無加温ハウス野菜栽培への

取組の課題であります。 

御答弁にもありましたアスパラの伏せ込

み栽培、私も関心がありまして、当初から

推移を見詰めてまいりました。 

「冬姫」と命名されてからもう１０年を

経過しているということで、なかなか伏せ

込みの根株の造成といいますか、それが大

変だと。 

大変な苦労をされて今日まで来て、よう

やく過去最高の段階に今あるということに

ついては、大変うれしく思います。 

美幌町の農業への取組の一端を象徴的に

示している、また、美幌の一つの特徴を表

しているという点でも、今後も大いに期待

をしたいと思っております。 

同時に、ＪＡで取り組んでおりますタマ

ネギだとか、ニンジンだとか、アスパラ以

外の野菜については、大変規模が小さい農

家が取り組んでいます。 

その団体の中心的な方が、美幌町の野菜

生産農家はこのままではいなくなるのでは

ないかと、非常に展望が見えないと、常々

口にされているという状況にあります。 

あわせて、まだまだよく知られていない

のですが、昔から野菜などは、一里四方の

ものを食べよう、あるいは四里四方で生産

されたものを食べようとか、近郊でとれた

ものを食べようということわざなどもある

状況なのです。 

農業を基幹産業としていても、地元で生

産されないことによって、長い流通の果て

に店頭に並ぶもの。 

特に、冬はほとんどがそうだという状況

をしっかり押さえる必要があるのではない

かと。 

もう一つは、夏にも地元の生産がほとん

どされなくなる。 

このような可能性を秘めているというこ

とを長いスパンで見ていく必要があるのだ

ろうと思っています。 

それで、時間とともに野菜の栄養価がど

んどん落ちていくというデータがありま

す。 

長い時間をかけて店頭に並び、消費者の

口に入るということは、実は栄養価が落ち

た野菜を食べなければならないということ

になって、地元で生産されないということ

になると、大変ロスが多いということを示

していると思います。 

ここに、三重県の農業試験場で示した２

０年前のデータがございます。 

温度とともに差が出てくるのですが、例

えば、夏場の店は、野菜が並べられている

ところの室内温度は２５度程度。 

そうすると、総ビタミンＣでいくと、収

穫して１日で栄養価は３分の２に減ると。 

１２度なら２日間で３分の２に落ち、３

日で２分の１になりますと。 

夏場で言えば、３日で栄養価は３分の１

になってしまうということで、近場で野菜

が取れないということになると、大きな損

失が出てくる。 

逆に言えば、美幌町内で約１万８,０００

人の人口を養うため、夏でも冬でも一定の

野菜量を確保するというのは、やはり行政

の責任も含めて目指すべき道なのだろうと

思います。 
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しかし、簡単に野菜農家が増えないとい

うことは、夏場も含めて十分な経営になら

ないということで、どのようにして収入を

増やすのかということが問われていると私

は思うのです。 

大規模な農家を対象として、生産計画が

主に立てられているということで、ＪＡの

方針の中には小規模農家を育成するという

のは、多分路線としては重点が置かれてい

ないと思うのです。 

将来の美幌町民にとっての野菜というこ

とも含めて、現在進行過程の野菜生産に対

して、町長はどのように認識しておられる

のか、お伺いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、近郊でとれた

もの、地域でとれたものを、野菜に例を挙

げてお話をいただきましたけれども、お話

いただいたことは私も理解しますし、その

とおりだと思います。 

ただ、そのことが経済活動と連動してい

る部分があったときに、今、美幌町では、

大規模農家を中心に動いていて、実際には

それぞれ大規模農家であっても、自賄いの

野菜をつくったり、いろいろなことをし

て、また、それが地域に回ってきたりする

部分も含めてありました。 

それが、どんどんなくなりつつあるとい

う部分については、非常に残念という言い

方もおかしいのですが、時代の流れなのか

なと思っております。 

美幌町民が食べる野菜を確保するという

ことに対して、先ほど長く置くと栄養価が

下がるという部分においては、それはそう

かもしれません。 

ですが、そのような野菜を確保するとい

うことは大切なことだと思うのですけれど

も、それを全て自賄いのものとして確保し

なければいけないというのは、時代ととも

に全てそれができるかどうかというのは、

私は難しいと思っております。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 私は、町長に諦め

てほしくないなと思います。 

それで、無加温のハウス栽培というテー

マで議論をしたいのですけれど、農協のデ

ータの中では、冬の野菜を栽培していると

いうデータがないよということで、やはり

そのとおりだと思います。 

今年で４年目になるのですが、私が今、

寒締めホウレンソウをやっていて感じるの

は、大変おいしいものができると。 

寒さが全道でもトップクラスに早いの

で、その結果、冬姫と同じように、１２月

の頭で収穫ができるのですけれども、その

ときにもう既に全道各地の寒締めホウレン

ソウは流通し始めています。 

それで、元気村でできたものの糖度を測

ってみましたら、１２％あるのです。スタ

ート時点で大体そのくらい。 

ところが、全道各地のものは１０度に満

たないのです。 

だから、そのような点で寒さを考慮した

場合の有利性は一つあると。 

ただし、先ほど申し上げましたけれど

も、流通してきて何日か置いたものと取り

たての地元産は、何ら有利性はないので

す。価格の上では、有利性はないと。 

多分、冬姫何かも最初のうちは大変苦労

されたことが幾つもあると思うのですけれ

ども、認知度やその価値をどう認めてもら

えるかというようなことを考えた場合、な

かなか簡単に１年、２年、３年で定着する

ということにはならない状況です。 

名寄の話では、６年間本当に大変だっ

た、ようやく今、安定してきているという

状況で、取り組んでも簡単にはいかない

と。 

しばれの問題も簡単にはクリアできませ

んけれども、やる価値はあるなと思いま

す。 

９月４日、無加温で野菜、低コストでつ

くろうという上川農試の取組が道新で発表
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されました。 

エアハウスを設置したら、もう少し管理

は楽になるのだろうなと思いますが、価格

を比較すると、従来型のハウスでいえば、

３間半の間口で奥行き３０間、５４メート

ル、６メートル３０の５４メートルで２０

０万円しますよと。 

それに対してエアハウス、積雪荷重など

も含めて、今、提案されているハウスです

が、これは３５０万円かかりますと。 

１.７５倍ぐらいかかるということで、

今、ハウスを使っておられる農家さんは、

とてもそんなのは買えないというのが実態

です。 

古い骨材を集めて建て替えることで必死

になっているということなのです。 

このようなときに燃料高騰などを原因と

して、エアハウスなどに建て替えるという

補助制度はあると思うのですが、担当部と

してはどのような補助制度があるか、御承

知でしょうか。 

○議長（大原 昇君） みらい農業課長。 

○みらい農業課長（午来 博君） 御質問

にお答え申し上げます。 

まず、先ほどお話がございました野菜の

地産地消の関係について、少しお話をさせ

ていただきます。 

現在、ＪＡびほろの野菜直売所では、一

昨年の数字でございますけれども、作物数

で約１００種類、商品アイテム数で２００

数十種類の地元野菜が販売されていると伺

っております。 

このことは、美幌町農業の豊かさと存在

力の高さを示すものと考えておりますの

で、生産者の方々の耕作意欲や消費者ニー

ズを考慮して、今後もＪＡや普及センター

と連携して、各種作物の生産販売の支援体

制の在り方を検討してまいりたいと考えて

おります。 

また、今、お話のありました冬季無加温

ハウスの関係でございますけれども、議員

がおっしゃられたとおり、また、町長の答

弁にもありましたとおり、道立上川農業試

験場で開発されて、地域に広がっている技

術でございます。 

ただ、町長の答弁とも重複しますけれど

も、本町農業に当てはめたときに播種時

期、収穫期間が残念ながら全くマッチしな

いという状況からすると、普及推進は非常

に難しいのかなと思っています。 

また、何より新規作物を導入するという

考え方の観点で申し上げますと、これも重

複しますが、まずは、地域の現状の営農体

系と競合することのない仕事の体系が実現

できるかどうか、現状の労働力で対応可能

かどうかというところから始まり、その作

物の市場性や希少価値、収益性あるいは荷

物の入出荷の拠点、流通体制、代金精算の

体制、そして、取引先の信用を得るための

一定期間に一定量を出荷することが可能な

規模というものが挙げられます。 

そのような部分では、複数戸の生産者の

栽培が可能かどうかということも、新規作

物の導入には必要な大きな要素かと考えて

おります。 

それで、ハウスの関係でございますけれ

ども、非常に高騰していて、今後もさらに

高騰が続くと言われている中で、当方では

補助の状況を確認している部分はございま

せん。 

ただ、ハウスでの無加温栽培の関係で、

議員がおっしゃられた新聞記事のお話をさ

せていただきますと、本町でもし導入する

ことが可能であると考えるとすれば、町長

の答弁にもありましたとおり、チンゲンサ

イやコマツナがそれに該当するかなと思っ

ています。 

それで、本町で取組をさせていただい

て、議員からも規模拡大のお褒めの言葉も

いただきましたけれども、伏せ込みアスパ

ラガスとコマツナ、チンゲンサイの１００

坪あたりの収益性を比較したときに、伏せ

込みアスパラガスの現在の収益性を１０

０％とするならば、コマツナの収益性は２
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１％、チンゲンサイの収益性は３８％と大

きく下回るというところです。 

収益性としても、先ほど町長からの答弁

にもありますとおり、作業体系、そして、

美幌町の気象条件を生かした栽培体系にマ

ッチするという部分でも、本町においては

伏せ込みアスパラが合っているいうところ

でございます。 

また、空気膜フィルムを設置しての無加

温試験というのは、みらい農業センターで

も数年やったことがありますけれども、な

かなか難しかったというところでは、冬の

寒さあるいは風の強さに適応するのが難し

いと思っています。 

以上となりますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） いかにいいものが

できたとしても、それが定着する、普及す

るというまでには、相当な苦労が避けられ

ないということは、身をもって体験をして

おります。 

そのような意味でも、今まで取り組まれ

た努力に対しては、本当に頭が下がる思い

でおります。 

ただ、長い先を見た場合に、それから、

エネルギー価格の高騰は一時的なものでは

ないということを考えたときに、みらい農

業センターに情報が集まっていることはよ

く分かっておりますが、ぜひ、広く情報を

提示していただければと思います。 

多分、私の感じで言えば、大規模な農業

が必要なのと同時に、地域住民にとっての

食前をにぎわす野菜生産も一定程度必要に

なっていると。 

ここの普及のためには、相当時間を要す

るのではないかと思います。 

それと、冬季無加温ハウスは、大変高い

ということは分かりますが、従来型の二重

ハウス、一重のハウスなども使って、似た

ような取組がごく小さな範囲ですけれどや

られているのです。 

冬の間は成長が止まりますけれど、冷蔵

庫に入ったような状態で足踏みをしておい

て、春早くに成長を始めるということは、

ホウレンソウもそうですし、コマツナでも

そうですし、その他の葉物野菜でも結構あ

るということは見えています。私も確認を

しております。 

そのような点で言えば、まだまだ冷や汗

をかきながら試行錯誤を重ねていく必要が

あると思います。 

エアハウスだけしかないと私も申し上げ

ません。 

従来の各農家が持っている二重ハウスあ

るいは一重のハウスでも、冬の始まりある

いは春早くに葉物などを生産することは、

やり方によっては可能性があると密かには

にらんでおりますが、そのような情報が得

られ次第、私も提供したいと思います。 

いずれにしても、美幌町民にとって農家

が非常に身近な存在だと、おいしいものが

手に入る町だということを売りにできるよ

うな、将来に向けての御努力をぜひ続けて

いただければと思います。 

なお、個人レベルでエネルギー高騰を理

由に無加温ハウスを導入したいという場合

に、施設園芸エネルギー転換促進事業とい

うのがあります。 

国と道の補助金が２分の１、来年度も継

続するかどうかは振興局でも分からないと

いうことですが、多分予算措置をされるだ

ろうと思いますけれども、無加温のパイプ

ハウスなどは当然対象になります。 

地域づくり総合交付金、道の単独事業で

２分の１もありますが、市町村などがどう

考えるかによって、事業の採択・不採択が

決まるということで、単独の農家がこれを

単独で使うことはできないという条件がつ

いています。 

これらも含めて、いろんなパターンで地

元の野菜の生産振興をどうすると。 

あるいは、消費の問題、流通の問題、そ
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れらも含めて、ぜひ、もう一歩積極的な取

組を期待いたしまして、次の質問に移りた

いと思います。 

国民健康保険税の均等割の減免の問題で

あります。 

これは私、以前にも取り上げてまいりま

したが、ようやく地方の声を反映して、未

就学の子供たちに対して国が２分の１、都

道府県が４分の１ずつ負担するという制度

が始まって、少しは前進しているというこ

とは、承知をしております。 

しかし、町民から人頭税でしょうと指摘

されているということは、まだ免れないの

ですよね。 

私も人頭税について調べてみたのです

が、古代ヨーロッパなどで奴隷だとか、そ

のような人たちの頭一人一人に対してかけ

ていく。 

日本でも、琉球の税制度の中で、中世か

ら明治三十何年ぐらいまでは、人頭税がか

けられていたということです。 

しかし、さすがに沖縄でも赤ちゃんには

かけていないのです。 

働く能力を持って、税の負担能力がある

とみなされる１５歳以上に対して税をかけ

ると。 

ところが、均等割については、オギャー

と生まれた途端に、大人と同じだけ税を掛

け、負担させると。 

これは、前の議会でも、美幌町の出生率

の低下が大変進んでいるということで、そ

れとの関係もあって、再度、私は取り上げ

ています。 

１８歳未満は高校卒業までで、アルバイ

トをする子はいても、ほとんどが就労して

いない。 

その子供たちの頭割で掛けるというの

は、やはり問題だということで、今回の国

の措置以前に、様々な形がありますけれ

ど、全国の市町村で均等割減免制度がつく

られていると。 

町としてもつかんでいるのではないかと

思いますが、その状況について御報告いた

だければと思います。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

今、議員おっしゃいましたように、未就

学児の均等割額の減免につきましては、今

年度からスタートしておりますが、制度が

始まる前から北海道では旭川市が１８歳未

満で導入しており、そのほか、全国で３０

団体ぐらいが導入しております。 

その後、順次、道内でもちょっと数字が

はっきりしなくて申し訳ないのですけれ

ど、広域連合とか、４団体ほど導入してい

るという状況になっておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） その程度かなと。 

２年前の数字ですけれど、全国、旭川市

も含めて２９の市町村が実施しているとい

うデータはつかんでいます。 

その後も進んでいるという話は耳にはし

ているのですけれど、今日の昼まで待った

のですが、データとしてはなかなか手に入

らないという状況がございます。 

幾つか進んでいることは確実だと思いま

す。 

そこで、私は少子化あるいは出生率がど

んどん下がっているということに対して、

町としてどうアピールをしていくのかとい

うことの一つとして、子供均等割の減免制

度を急いでつくる必要があるのではないか

と。 

大部分の市町村がやって、その後、美幌

町もそれではということではないのではな

いかと思っています。 

私がこの時期に取り上げたのは、町長は

まだ来年春の選挙への立候補の意思を表明

されておりませんが、私は立候補されるだ

ろうと楽観視しているものですから、その

ような点でも、大いに町民の中で少子化対
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策がどうあるべきだというスローガンを前

面に掲げていただければと。 

そのうちの一つに十分値するものではな

いかと思っています。 

それで、御答弁の中でありましたが、令

和１２年度には都道府県に一本化されると

いう税の問題がありまして、その中であっ

ても、働いていない子供たちに均等に税を

かけるというのは、どの時代を経過しても

絶対に納得のいかないものだと、私はそう

思います。 

したがって、はっきりとこれは減免制度

によって救済を図る必要があると。 

そのことで、積極的に我が町で子育てを

していただきたいということをアピールす

べきではないかと思いまして、今回、取り

上げているということであります。 

９月議会に示されました国保基金の年度

末見込みが、１億４,３６１万２,０００円

という金額でございます。 

それで、１８歳未満児の均等割を全額免

除した場合の税負担が、概算で９１０万円

いうことで、十分に他の制度に対して影響

は与えないで、減免制度を策定することが

できるということで踏み切っていただきた

いと思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 戸籍保険課長。 

○戸籍保険課長（佐々木 斉君） 御答弁

申し上げます。 

ただいま大江議員から、１８歳未満の方

の均等割額を減免しても９１０万円ではな

いかというお話をいただきました。 

先ほど町長の答弁にもございましたが、

現在、令和４年度に国民健康保険税の課税

方式を見直しまして、資産割を廃止してお

ります。 

その資産割の廃止に伴いまして、３,００

０万円ほどの減収となっております。 

それに、現在、平成３０年度の都道府県

化から始まりました納付金制度におきまし

て、北海道は６年間、激変緩和措置を実施

しております。 

これが令和６年度で終了する予定となっ

ております。 

また、標準保険料率というのが毎年示さ

れておりまして、現在、美幌町は平成３０

年度の都道府県化から所得割の税率案分率

を以前のまま据え置いておりまして、そこ

には差がございます。 

それらを国保基金とかで不足分を穴埋め

するということで試算したところ、令和１

２年度に予定しております統一保険料率の

導入より前に、国保基金を消費するという

見込みとなっておりますので、御理解いた

だきますようお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ３番大江道男さ

ん。 

○３番（大江道男君） 令和１２年度まで

は、まだ相当の時間がありますよね。 

それで、全国的に子供の均等割は不当な

ものだという世論形成がずっとされてき

て、ようやく国が未就学児に限ってという

ことで、開始したものなのですよね。 

だから、地方の声はまだまだ小さいけれ

ども、無力ではなかったということなのだ

と思うのです。 

やはり、全く筋が通らないという論立て

をあらゆるところでしていかないといけな

いと。 

町長が叫んでいるだけではできないだろ

うし、私が叫んでいるだけでは通っていか

ないということで、高校生以下の扶養家族

に均等に税をかけるというのは古来なかっ

たのだぞと、奴隷を除いてなかったのだぞ

というようなことも含めて、大いに各種の

場所で声を上げていく必要があると。 

何でこのような制度にしているのか、こ

こなのだと思うのです。 

ぜひ、方向性は腹に置いた上で、進めて

いただきたいと。 

全国２９市町村の子供の均等割の中身を

見てみますと、美幌町の学校給食と似たよ

うなことも結構あるのです。 

第三子以降無料にしていこうとか、それ
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も一つの方法なのだと思うのですが、やは

りおかしいものはおかしいという声を上げ

ることによって、変えていくことができる

のだろうと思います。 

旭川のように、第１子から含めて減免を

と言いたいところですが、どうしてもそれ

ぞれの財政事情があるのであれば、どこか

らならスタートできるかということも含め

て、私はのろしを上げていただきたいと、

メッセージを発していただきたいと、今の

時期なのであえて申し上げたいと思いま

す。 

町長選挙に再度立起されるものというこ

とを私は想定して、その分も含めて問題提

起をしたいと。 

あるいは、全町民的にこのことを話題に

する必要があるのだろうと。 

税制度の中に、古い部分が含まれている

ということのアピールもぜひ、していただ

きたいということを申し上げて、私の質問

を終わります。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、大江議員から

少子化対策として美幌町で子供均等割をと

いう話については、ちょっと難しいという

お話をさせていただきます。 

その中で、今まで皆さんがやはりおかし

いよと言ってきたこと、そのおかしいこと

にしっかり声を上げるということに対して

は、私も同感であります。 

ですから、給食について何でやらないの

だという話の部分でいくと、私はやはり国

がきちんとやるべきだと。 

ですから、先ほど人頭税の話をしていた

だきましたけれど、本当におかしいという

か、今のそれぞれの立場でおかしいことは

おかしい、制度的におかしいということに

ついては、しっかり声を上げていきたいと

思います。 

町民の方々、それから、全道的にも考え

を共にしていただける方がいらっしゃれ

ば、一緒に引き続き声を上げていきたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） これで、３番大江

道男さんの一般質問を終わります。 

暫時休憩します。 

再開は１５時２０分といたします。 

午後３時１１分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後３時２０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

通告順により発言を許します。 

８番岡本美代子さん。 

○８番（岡本美代子君） 〔登壇〕 私

は、さきに通告いたしました２点、４項目

について質問をいたします。 

まず１点目、峠の湯びほろについてで

す。 

一つ目、峠の湯びほろの魅力化について

です。 

平成８年に開設された交流促進センター

峠の湯びほろは、今では町内唯一の温泉施

設として、コロナ禍においても交流、憩い

の場所、健康づくりや心のリフレッシュの

場として、多くの町民から支持されてお

り、町内施設の中で利用者が最も多い施設

であると考えています。 

峠の湯びほろの魅力である強いジェット

バス、薬湯、２種類のサウナなど、町が管

理する温泉施設としては充実している温泉

だと思いますが、平成８年の開設以来、頻

繁に利用していただいている方々からは、

電気風呂を設置してほしいという希望があ

ります。 

維持管理費も増加傾向にあると思われま

すが、腰痛や肩こりにも効果があると言わ

れており、町民の健康づくり、お客様増加

や満足度アップのために、電気風呂の設置

の検討について、町長のお考えをお聞かせ

ください。 

二つ目、峠の湯びほろに太陽光を利用し

た熱利用についてです。 

東日本大震災以来、ソーラーパネルで発
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電する方法が加速し、町内でも多くのソー

ラーパネルを目にするようになりました。 

太陽光でお湯を沸かす方法は安価で熱効

率もよいとされています。 

冬場の問題もありますが、現在のような

燃料費の高騰、また、脱炭素社会の確立に

向け、峠の湯びほろにソーラーシステムを

取り入れる調査研究について、町長のお考

えをお聞かせください。 

２点目、交通安全についてです。 

一つ目、信号機の撤去について。 

大正橋から道道１２２号に向かうＴ字路

の交差点にあった信号機が撤去されまし

た。 

北見端野美幌線を通って北見方面に行く

交通量が多い中、以前より危険になったの

ではないかという町民の声も聞きます。 

信号機の設置基準については、公安委員

会であることは認識していますが、信号機

の撤去に際して、町に何らかの相談、報告

はあったのか。 

また、相談、報告があったのであれば、

理由は何だったのか。 

さらに、交通安全に対して町民挙げて取

り組む美幌町としては、安心安全な交通環

境を整備するため、信号機の設置要望等を

行うべきと考えますが、町長のお考えをお

聞かせください。 

２点目、踏切の雑草についてです。 

国道３９号美禽橋付近から道道１２２号

に入ったＪＲの踏切は、夏以降になると雑

草が伸びて、一時停止をしても見通しが悪

く、遮断機がおりていないときには一時停

止をした後、勘で渡るような状態になって

おり、夏以降、草が枯れるまで続いており

ます。 

維持管理はＪＲ北海道とは認識していま

すが、このままでは大変危険であり、町と

してＪＲ北海道に対して適切な維持管理の

要望等を行うべきと考えますが、町長の考

えをお聞かせください。 

以上、２点お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 〔登壇〕 岡本議

員の御質問に答弁いたします。 

初めに、峠の湯びほろについてですが、

峠の湯につきましては、平成８年１２月に

オープンしてから２５年が経過し、施設の

老朽化が進んでいるのが現状であります

が、今年度は小破修繕に加え、福祉風呂介

助用リフトの設置修繕を実施し、施設環境

の改善に努めているところであります。 

一つ目の電気風呂の設置につきまして

は、他の浴槽から区画されたものが望まし

いことや浴槽に電極を設置する際の配管設

置など、改修するに当たって費用対効果を

含め、難しいと考えております。 

二つ目のソーラーシステム導入に関する

調査研究についてですが、屋根に設置する

場合は施設の耐久性が懸念されるととも

に、敷地内に設置する場合は利用者に支障

が生じないよう設置スペースを確保する必

要があると認識しており、今後、調査研究

してまいりたいと考えております。 

次に、交通安全について。 

初めに、安心安全な交通環境の整備につ

きましては、交通安全の推進にとって欠く

ことのできないものであり、これまでも警

察や道路管理者、交通安全推進団体等と連

携を密にしながら取り組んでおります。 

質問のありました一灯点滅信号機につき

ましては、令和元年に警察署から一灯点滅

信号機の老朽化、災害に強い交通環境の確

立のため、一灯点滅信号機を撤去し、一時

停止標識を設置したいとの提案があったこ

とから、美幌町交通安全推進委員会や関係

自治会にこの提案について説明をした上

で、令和２年１月に交通安全推進委員会よ

り、定周期信号機の設置を求める要望書を

提出しております。 

この要望書に対し、美幌警察署からは、

渋滞は慢性的なものではないこと、定周期

信号機を設置することで北見市から大正橋

方面に右折する車両による渋滞が懸念され
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ることなどから、定周期信号機の設置は困

難であり、一灯点滅信号機を撤去し、一時

停止標識の設置が妥当であるとの見解が示

され、令和３年１０月に撤去されておりま

す。 

撤去後におきましては、通常の一時停止

標識に加え、通常のＬ字型の支柱の上に大

型の一時停止標識も設置されるなど、交通

安全推進委員会の要望も反映した対策を講

じていただいてるところであります。 

このことから、改めて要望書を提出する

考えは現在のところございませんが、引き

続き美幌警察署や美幌町交通安全推進委員

会など、交通安全に関わる全ての団体と連

携、協力しながら、交通安全の推進にしっ

かりと努めてまいりたいと考えております

ので、御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

次に、踏切等の安全確保については、日

頃よりＪＲ北海道様において実施されてお

りますが、加えて、ふだんから踏切を渡ら

れている町民の皆様の視点でこそ気づくこ

ともあり、これらを町に報告いただいた場

合には、速やかにＪＲ北海道様に連絡を

し、迅速に対応いただいております。 

御指摘のありました踏切につきまして

も、町で現場を確認の上、連絡をし、草刈

りを実施していただく予定となっておりま

す。 

今後も連携、協力しながら、特に安全管

理につきましては、引き続き迅速に対応し

ていただくよう進めてまいりたいと考えて

おりますので、御理解のほどよろしくお願

いいたします。 

以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） それでは、峠の

湯の電気風呂についてから、再質問をさせ

ていただきます。 

町長、電気風呂というのは御存じでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） はい、理解してお

ります。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 前回の質問のと

きにちょっと口走って、議長に止められる

ということがありましたけれども、この峠

の湯に電気風呂をという要望は、今に始ま

ったことではなくて、峠の湯でお得意様と

言われている方々からは、以前から希望さ

れていたのです。 

アンケートや何かをとっているわけでは

ないのですが、そのような希望者がいると

いう認識はどうでしょうか。 

経済部長をなさっていた町長ですので。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 経済部長のときに

は、正直言ってそのような話は聞いたこと

はありませんでした。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 答弁では、も

し、電気風呂をつくるとしたら、ほかの浴

槽から区画されたものが望ましいというこ

となのですけれども、私の知っているとこ

ろはそんなに大きな電気風呂ではなくて、

コーナーにあるというような形で、大々的

な工事ではないのではないかなと。 

私は詳しくありませんが、自分ではその

ように感じています。 

電極を設置する際に配管設置など、改修

するに当たっては、費用対効果を含めると

難しいとのことなのですが、私は専門家で

はありませんけれども、例えば、費用とし

ておおむねどのくらいかかるという予想は

つくものでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 基本的な話をさせ

ていただきますと、電気風呂ということで

ありますので、当然、浴槽内に取付けられ
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た電極に体に害のない程度の弱い電圧、低

周波の電流を流して、俗に言うびりびりと

くるような体感をさせると。 

これは、大きい設備としてはなかなか難

しいのです。逆に危険だと思っています。 

ですから、新たな風呂の区画をしなけれ

ばいけなかったり、当然、電気をそこに引

くための露出配管でもいいのですけれど

も、全部防水仕様でするときには、金額が

幾らというのは自分でも試算しなかったの

ですが、相当高額ということではなくても

設備としては大変だと思います。 

今回、私が危惧するのは、電気風呂がこ

の辺で余り設置されていないというのは、

管理上、それから入る方に対して気をつけ

る必要があるという危険性も伴うというこ

とが多いのですね。 

ですから、もともとは大阪とか、京都と

かでちょっと人気があったりして、今は家

庭用の電気風呂というようなものも出して

いるところはあるのですけれども、やはり

公共施設の中で、公共風呂において、例え

ば、ペースメーカーをつけている人は駄目

だとか、当然、血流がよくなるということ

ですから高血圧の方は入れないとか、ふだ

んネックレスをつけている方も駄目です

と。 

そのような制約がかなり多いこともあっ

て、工事の料金もあるのですけれど、安全

管理も含めてなかなか設置が難しいと私は

考えております。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） ペースメーカー

などを入れている方というのは、私は考え

ていませんでした。 

それこそ隣町の電気風呂は小さいけれ

ど、そこに入ったからといって全部びりび

り来るわけではなくて、ある一定程度まで

近づかなければ来ない。 

その電気を感じるというか、誰でもそこ

に足を入れたらそれだけでびりびり来るか

というとそうではなく、設置されていて人

気の風呂なのです。 

結構美幌からも通っている方が多いので

す。 

それで、最初に言いましたけれど、平成

８年に開設されてから２５年経過する。 

やはり、何か新しいもので魅力化を図る

という考えをすれば、役場庁舎を建てると

きにも費用対効果という話をしましたけれ

ど、行政に対する費用対効果は１年で考え

るのか、２年で考えるのか、１０年で考え

るのか。 

これからも人口減少にある中で、より多

くの方々に峠の湯を利用していただくため

の魅力化を図るということに対しては、も

っと商業的にも考えていただきたいなと思

いました。 

行政がやっているというか、設置したお

風呂で、峠の湯と言うのは本当に大きいで

すし、本当に珍しいのではないかなと思う

のです。 

やはり、これも町民の満足度とか、それ

から町外から娯楽のために入りに来ると

か、そのような施設として、今後も残して

いかなければならないのではないかなと思

います。 

例えば、あと３年しか使わないとか、５

年しか使わないということではないと考え

ているのですけれど、その辺のことを考え

ていただきたい。 

それから、大きな浴槽もありますけれ

ど、小さく区切られている気泡のお風呂も

あります。 

あの辺が電気風呂にするには１番適当な

ところではないかなと私は考えていますけ

れど、もし、町長に何か考え、また、御意

見がありましたら伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 峠の湯の魅力化と

いう部分でいけば、お風呂のいろいろなパ

ターンをつくって、それで喜んでもらうと

いう考え方もあると思います。 
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なかなか今、新たな投資をしてまでとい

う話で考えますと、そこまでしなくても魅

力化というのはつくれるのではないかなと

私は思います。 

今も多くの方に入っていただいていて、

電気風呂にしたことによって、従来入って

いる方は、一つのパターンとして入りたい

という気持ちはあるのでしょうけれども、

それで１日に何十人も増えるという話では

ないと私は思います。 

電気屋だというわけではないのですが、

いろいろ調べさせてもらいました。 

実際に自分が入ったりはしないのですけ

れど、なるほどなというのは、入る人で危

険を伴う人もいるということ。 

先ほど言ったペースメーカーをつけてい

たり、それから高血圧の方、妊婦や肝臓疾

患を持っている方もやめたほうがいいとい

う一つの例示があります。 

入ったときにびりびりとくればいいので

しょうけれども、入り方と体の置き方によ

って個人差があって、要は人の伝導率の問

題なので、そのようなことを考えていろい

ろな注意書きをする、そこまでして設置す

る必要性はないのではないかなというの

が、正直な気持ちであります。 

ですから、入っていただく方に少しでも

満足いただく方法としては、別な方法で、

また、少しでも多くの方に来ていただく方

法というのは、いろいろな形で考えてもい

いのではないかなと。 

ですから、正直言って電気風呂について

は、今のところ設置するという考えは持っ

ておりません。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 町長が設置する

考えは持っていないということですが、も

うちょっと時間をかけて考えて、検討して

いただいてもいいかなと思います。 

また、入ったところも昔と違って少し寂

しい雰囲気になっていますが、新たな魅力

化を図ることができるのだとお考えでした

ら、そのようなアイデアを出していただい

て、人口減少ではありますけれど、入浴客

をキープする。 

病気をした、亡くなってしまった、福祉

風呂もありますが体が弱くなったとかで来

られなくなったり、いつも通っている方が

ずっと通うとは限らないので、その中で魅

力を増すようなことを今後考えていただき

たいと思います。 

ペースメーカーとか、高血圧とか、いろ

いろそのようなこと等の縛りはありますけ

れど、一つの魅力化ではないかなと私は思

いまして、今回、提案させていただいたわ

けです。 

次に、ソーラーシステムについて。 

これも町長は専門であると思いますけれ

ど、今は発電のためのソーラーパネルが町

にたくさんありますが、最初にソーラーパ

ネルを見たときは、それでお湯沸かして家

庭で使うというパネルだったような気がし

ます。 

そのようなものをつけている方もいらっ

しゃるのですけれど、これは報道で目にし

たのですが、電気に変えるよりも熱に変え

たほうが大変効率がよく、一般家庭ではそ

の熱を利用するのが８０％だと考えている

ということです。 

皆、このソーラーパネルで電気に気をと

られていますけれども、実は熱をつくった

ほうが有効だという話なのです。 

答弁の中では、屋根に設置する場合は施

設の耐久性が懸念されるとのことですけれ

ども、峠の湯の屋根にパネルを設置できる

とは私も全く思っていませんし、峠の湯が

今後何年営業できるというのは、もう屋根

にかかっているなと認識しているところで

す。 

スペースを確保することを考えて調査研

究していきたいということなのですけれど

も、どの辺ぐらいまで後ろ、横があるのか

分かりませんが、屋根を除いたスペースに
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ついて、まだ余裕があるとお考えでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ソーラーの中でい

けば、今は技術が進んで発電という形であ

ります。 

今、議員おっしゃったとおり、熱をその

まま熱として受けるというのがやはり効率

が良くて、美幌の農家の方々で、ソーラー

の熱変換、要は給湯用のソーラーが非常に

はやってというか、すごく普及したと思っ

ています。 

それが今、水を循環するということもあ

って、なかなか冬期間の管理も大変だと。 

それから、それに合わせて昼間に温めた

ものをそのまま置いておけないため、蓄熱

させるということの変換がなかなか難しい

ということで、このシステムが余り普及し

なかったというか。 

また、今、注目されているのは、議員が

おっしゃったとおり、少しでも熱を取ると

いうこと。 

それは、電気よりもいいのですが、これ

も実際にはイメージ的に大体１００リット

ルでパネル１枚ぐらいという発想をしてい

ただければと思うのです。 

パネルというのは畳１枚ぐらいの大きさ

です。 

例えば、今、１番困っているのは、峠の

湯では体を洗ったりしていただくため、約

１トンの水に加温しています。 

これをボイラーで加温しているわけです

から、この熱を何とか外から入れるという

のは非常にいいアイデアだと思いますし、

私もそれはずっと考えていました。 

ただ、実際にパネル１枚で１００リット

ル、１トンは１万リットルなので、単純に

このような比較は駄目ですけれどもパネル

が１００枚要るという話なのです。 

この１００枚を本当に並べる場所がある

のか。 

もう少し譲って４分の１にしたとしても

２５枚。 

ある程度規模的にあって、それを水で、

循環させた場合という話なので、これも今

度は凍結、劣化とかを考えると、投資効果

という部分ではこれも結構安い話ではない

のです。 

そうなると、なかなか踏み切れないのが

現状なのかなと。 

太陽光についてのパネルというのは永久

的に使えるので、蓄電池とそれに関するも

のがどうしても水を扱ったり、仮に不凍液

を使ったとしても、年数とともに漏れたり

とか、そのような部分の管理上の問題があ

るのでなかなか前へ進まないのかと思って

います。 

ただ、今回、御提案いただきまして、非

常に興味を持っている部分もあるので、何

かできればという部分の中では今後研究を

していきたいと、何かいい方法があればと

いうことで考えているということでの答弁

をさせていただきました。 

すみません、間違えました。 

先ほど体を洗うために１トンの地下水で

はなく、１０トンを６０度に加温している

ということで訂正をさせていただきます。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 私も素人ですか

らそんなに詳しくはないのですけれども、

峠の湯のお湯がすごく硫黄を含んだものと

か、そのようなものであればそぐわないか

なと私は思うのですけれども、自分たちが

あそこの水を使ってみると、そんなに強い

温泉ではないと感じていますので、浅はか

な考えかもしれませんが、かえってパイプ

の中を通せるのではないかと。 

それで、町長はゼロカーボンとか、峠の

湯にチップボイラーを導入したりとか、い

ろいろ森林、環境に非常に配慮している取

組をなさっているので、私はチップボイラ

ーだけに頼るとか、これだけとかというよ

り、環境に配慮したものをある程度組み合
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わせて使うことが大切ではないかなと思っ

ています。 

その中で、やはり太陽光というのは、北

海道は特にありますが、太陽の光１時間で

全世界の１年分の電気を賄えると言われて

いますけれども、日本は石油がとれません

し、今のような世界情勢に左右されて、燃

料がいつ下がるか分からないという状態に

なっています。 

今後、１００％ではないけれどそのよう

なことに余り左右されない、自分の町でエ

ネルギーをつくることができたら、後世の

ためにもいいのではないかと思っていま

す。 

お風呂までいかなくてもお湯を大量に使

用する施設、例えば、しゃきっとの場合は

三階ですからちょっと高さがありますけれ

ども、給食センターとか、そのようなとこ

ろでもお湯を使うということが考えられる

のではないかなと感じております。 

町長は専門分野でありますので、ぜひ、

今後、調査研究を行っていただきたいと感

じております。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、峠の湯の質問

から波及して熱利用という部分、私どもで

今後ＣＯ₂削減のための取組をしていく中で

いけば、美幌の中でエネルギーをどう取

る、使っていくかとなると、なかなか風力

などほかのものではちょっと難しいかな

と。 

そのような中でいけば、太陽光を使って

熱にするか、電気にするかというのは、峠

の湯だけではなくていろいろなところで考

える必要があるかと思っています。 

あとは、昔は水をくみ上げてそこから温

度を２、３度とって水を戻すのが、パイプ

で１００メートルぐらいのところで安定し

た温度の循環をして、熱を引っ張るという

技術もあります。 

そのようないろいろな研究をした中で、

あとは、うまく補助があればいいのですけ

れど、なかなか全額を町が持ち出すという

のは、それを回収するには非常に難しい部

分があって、タイミング的に国はいろいろ

なエネルギー施策をやるのですけれど、残

念ながらこのような水を温水にするという

ものとか、太陽光についてはそのような補

助制度がないこともあって、いろいろな切

り口を何とか考えていきたいと思っており

ます。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） それでは、２点

目の交通安全に入っていきます。 

信号機の撤去についてです。 

まず、信号機の老朽化と災害に強い交通

環境の確立のため、令和３年１０月に一灯

点滅信号機を撤去したとのことなのですけ

れども、それに対して、令和２年１月に交

通安全推進委員会で、定周期信号機の設置

を求めて要望書を提出していたが、結果的

に今は求めていない。 

警察の理由は、渋滞は慢性的ではないと

のことなのですけれども、この道路をよく

使う近隣の方にお聞きしますと、やはり朝

夕、７時半から８時半、私たちが通ったと

きはたまたま８時半を過ぎていたのです

が、結構車が多くて、本当にノロノロと集

まってくるような状態で、取ったのが本当

に正解だったのかなと私は感じています。 

朝の通勤で美幌から北見に行く方、北見

から来る方とかで、朝と夕の時間は非常に

そこが渋滞するというお話でした。 

美幌町の道路で、警察が言うような慢性

的に渋滞する道路はどこにあるのかなと思

ったのですが、自衛隊のほうへ上がってい

く道路、あの辺が朝夕、渋滞するのかなと

思っています。 

北見に行くために豊岡線を通るというの

は、減ってはいないですよね。 

増加傾向にある中で、この状況のほうが

安全だというのは、余り信じられないので

すけれど、警察も含めて取ったほうが安全
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だという検証はされたのかどうかというこ

とをお聞きしたいのです。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 町民活動課長。 

○町民活動課長（佐久間大樹君） 警察で

の検証はされたのかということでございま

すが、この決定をする際に、北海道警察本

部と北見方面本部とも相談して決定された

ということでしたので、何かしらの検証は

されているかと思います。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） ぜひ、朝夕の検

証をしていただきたいなと思います。 

このままが本当に安全なのだと自信を持

っておっしゃるのには、それに従うほかな

いのかもしれませんが、安全だと余り思え

ませんし、あれを取ることが災害に強い交

通環境だと私は余り思えません。 

例えば、大きな事故が起きないうちに、

ぜひ、警察に検証していただくということ

をお願いしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回の一灯点滅信

号機を取り外すに当たっては、検証は十分

にしていただいていると思っています。 

実際に現場も見ていただいて、私もかな

りお話をしました。 

今の一時停止という看板と一灯点滅、要

はこちらが赤になって、黄色になった場合

には、警察としては、動作は基本的に同じ

という考え方なのです。 

ですから、信号機が古くなってきて老朽

化、それから災害に強いというのは、電柱

を立てて点滅させることについては、電柱

等が倒れたり、停電になって使えなくなる

ということを考えると。 

警察で検証した結果、一時停止の標識と

点灯式は動作としては同じで、最終的な判

断は公安委員会が客観的に決めることなの

で、それで決めたということなのですね。 

それはそれで私は理解をしたのですが、

できれば普通の信号機をつけてほしいとい

うお話をさせていただきました。 

Ｔ字型においてはそのようなものをつけ

るという例が余りなくて、災害の対応を考

えた場合にはそのような信号ではなく、一

時停止とかそのような標識に変えていると

いうことで、それは理解してほしいという

ことでありました。 

これ以上申出をしたとしても、町が設置

して寄附をという話も非公式にさせてもら

ったり、財政的に大変、維持管理という話

もあったので、あくまでもそうはならない

ということで、交通のことを考えたときに

は、Ｔ字においては今のやり方が公安委員

会としてはベストということなので、答弁

書に書いたとおり、あそこに定周期信号機

の設置というのは求めないということの判

断をさせていただいたところであります。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） 北見方面から来

る大型の車両にとってはいいと思います。 

ただ、大正橋から行ってみどりの村のほ

うへ曲がっていくときが大変だというお話

も聞きました。 

令和３年１０月ですか、もうちょっと様

子を見るというか、交通事故が起きないこ
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とを願うよりほかないと思います。 

次に、踏切の雑草について、お尋ねいた

します。 

私もあそこを結構通るのですけれど、こ

れは割と毎年、本当に枯れるまで見通しが

悪くて、普通乗用車に乗っていると、ぐっ

と前に出ないと本当に見渡せない状態なの

です。 

それも分かってはいたのですけれども、

今年もだな、余りうるさく言うのも嫌だし

なと思っていました。 

たまたま、あそこをよく通る方に「あそ

こを放っておくのか」と怒られたのです。 

答弁にありますように、皆様の視点でこ

そ気づくこともあり、報告いただいた場合

はＪＲに連絡するということなのですけれ

ど、このようなことではいけないなと思う

のです。 

例えば、ＪＲがすごい大きな赤字を抱え

ていることは分かるのですけれども、連絡

をくれてからするというのではなくて、雑

草ですから年に２回ぐらい刈れば、あのよ

うな背丈には絶対ならないと思うのです。 

だから、定期的に２回、６月と８月がい

いのか、それは分かりませんけれども、定

期的に刈ることをお願いするという考えは

ないでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） こちらからお願い

するというよりも、やはりＪＲがきちんと

やるべきことだと私は思っているのです。 

列車運行で非常に赤字だというのは分か

るのですけれど、安全対策ということを考

えたときに、もうそれ以前の問題なのかと

いうことで、今回、担当からも言わせてい

ただきましたし、私も旭川の支店長をよく

知っているので、何をやっているのですか

という話をさせていただきました。 

こちらから年２回草を刈るというより

も、ＪＲ北海道としてきちんとすべきこと

だと思います。 

言われればすぐ言いますけれども、こち

らから２回草を刈ってくださいと言っても

いいのですけれど、町道とかそのような管

理において許されない話だと私は思ってい

るので、そのような感覚からＪＲは何をや

っているのだという思いのほうが強いで

す。 

○議長（大原 昇君） ８番岡本美代子さ

ん。 

○８番（岡本美代子君） だから、６月と

８月、７月と９月がいいのかそれは分かり

ませんが、あの背丈の草を見ればいつ刈っ

たらいいか分かると思うのですけれど、そ

れを毎年毎年言うのではなくて、それを定

期的に刈ってくださいと強く言うよりほか

ないのではないかと思っています。何月と

何月に刈ってくださいと。 

それか、美幌に何か所も踏切があるわけ

ではないので、刈ってくれないのだった

ら、町民のために町で刈ってもらったらい

いのではないかと私は考えたりもします。 

町長、これは論外ですか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） やはり私は、安全

管理上、ＪＲがやるべきことをやる、しっ

かりやってほしいという思いが強いです。 

ですから、今回も担当からも、私からも

言っていますし、それがやられないという

ことであれば、それはもうそれなりの立場

としてきちんと言い続けるしかないのかな

と私は思っています。 

今後については、また同じことを岡本議

員なり、また、町民の方に指摘されないよ

うに、しっかりとＪＲ北海道に申入れをし

たいと思っております。 

○議長（大原 昇君） これで、８番岡本

美代子さんの一般質問を終わります。 

以上で、本日の一般質問を終わります。 

──────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本日の日

程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 
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御苦労さまでした。 

 

午後４時６分 散会   
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